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また行きたい

フッドリバー

　私はフッドリバーに行ってとても楽しく

て大切な時間を過ごすことができました。

　まず私が最初に感じたことはホストファ

ミリーのみんなや学校の人達、他のホスト

ファミリーの人達が英語も全くわからない

私に丁寧にゆっくり話してくれたり、英語

翻訳を使ってくれたりととても親切で素敵

な人達だと感じたことです。あと景色がと

てもきれいでした。山がたくさん連なって

いて、とても素晴らしかったです。また見

たいです。

　フッドリバーに行って友達もでき、初め

ての体験もたくさんでき、とても勉強にな

りました。

　これからはフッドリバーに行った経験を

活かして過ごしていきたいです。

交流することの大切さを学ぶ交流することの大切さを学ぶ

3 月 13日から 19日までの日程で、町内の中学 2年生 20人が姉妹都市

米国オレゴン州フッドリバー市を訪問しました。生徒たちは、遠く離れた

土地で、言語や文化の違いに期待と不安を抱きながらも、交流することの

大切さを学び、その素晴らしさを感じてきました。

　今回はフッドリバー市を訪問した生徒たちの体験記をご紹介します。

第38回中学生大使フッドリバー訪問団体験記第38回中学生大使フッドリバー訪問団体験記

　太田　いろは　

忘れられない

フッドリバー

　私はフッドリバーに行って印象に残った

ことが２つあります。１つは人の温かさで

す。

　初日、夜遅いのにもかかわらずホストフ

ァミリーが優しく出迎えてくれました。さ

らに、町や学校など、どこでも目が合うと

皆笑顔で「ハロー」と挨拶をしてくれます。

初の海外で不安でしたが、皆の温かさで気

持ちが楽になりました。

　２つ目は食事です。アメリカでは他の家

族と集まって夕食を食べるのは当たり前の

ようで、ステイ中はほぼ毎日ホームパーテ

ィーに行きました。夢だった本場の大きい

ハンバーガーやピザを食べることができて

嬉しかったです。アメリカの食文化を知る
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と同時に、日本の食へのこだわり、ありがたみを改めて実感しました。

　短い間でしたが、貴重な体験をたくさんできてとても楽しかった

です。今回の経験をこれからの生活に活かして、もっと英語を勉強

してまた海外に行きたいです。最高の思い出になりました。
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　太田　怜
れ あ

亜

フッドリバー最高!!

　私は今回、フッドリバーでホームステイを

しました。最初は英語で話すことや海外で生

活することにとても緊張していました。

　しかし、ホストファミリーが優しく出迎え

てくれて、少しずつ安心して過ごせるように

なりました。

　実際に一緒に生活してみると、日本とは食

事や生活習慣が違っていて、とても新鮮でし

た。英語で自分の気持ちを伝えるのは難しか

ったですが伝わったときはとても嬉しく、自

信にもつながりました。

　また、フッドリバーの自然や景色はとても

きれいで、日本で見ることのできない景色に

感動しました。

　この経験をこれからの英語の勉強や生活に

活かして行きたいです。

フッドリバー

　僕は、フッドリバーに行って様々な
体験をしました。
　ホストファミリーのみんなはすごく
優しくて色んな事を教えてくれました。
　あっちでたくさんの友達もできまし
た。みんなでトランポリンをしたりバ
スケをしたりたくさん遊びました。
　特にスキーが楽しかったです。久し
ぶりで不安だったけど慣れました。友
達とみんなで滑って楽しかったです。
　最後の日の夜ホストファミリーと友
達とみんなでハンバーガーを食べまし
た。人生で最高の５日間でした。また
会いたいです。

　太田　琉
りゅうせい

清

フッドリバーに

行ってみて

　私がフッドリバーに行って思い出に残っ

ていることが３つあります。

　１つ目は、初めての飛行機です。最初は、

少し飛行機に乗るのが怖かったけれど、い

ざ乗ってみると、窓から見える雲の上の空

がとてもきれいで、写真をたくさん撮りま

した。

　２つ目はスキーです。フッドリバーに行

く前からとても楽しみでした。午前午後、

計２回スキーをしました。午後の時に、結

構上の方まで登り、スピードを少しつけて

降りるのが楽しかったです。

　３つ目は、学校で昼食をとる時間です。

学食で食べ物を貰い、席に着いて、少し食

べたと思ったら、すぐに片付けが始まって

びっくりしました。

　今回訪問をし、ホストファミリーと過ご

してみると、アメリカの人たちはとても優

しいことや、日本とアメリカの違いについ

て知ることができました。

　川村　衣
え み

美

フッドリバー

　私はフッドリバーに行ってたくさん思い

出を作ることができました。

　１つ目は、学校に行ったことです。日本

とは違ってみんな私服だったり、チャイム

の音が違っていてとてもびっくりしまし

た。最初は緊張していたけど、みんな優し

く声をかけてくれてたくさんお友達を作る

ことができました。

　２つ目は、ホストファミリーと一緒にお

出かけしたことです。私たちのために遠い

ところまで行ってくれたり、ボウリングに

行ったりしてとても楽しかったです。

　ホストファミリーのおかげで、とても楽

しい思い出ができ、文化の違いも学ぶこと

ができてとてもいい経験ができました。ま

た行きたいです。
　奥瀨　紗

さ ら

良

　フッドリバーを訪問して、楽しかったこ

とや学んだことがたくさんあります。

　初めは、日本とアメリカの違いはそんな

にないと思っていたけど結構違いがあって

びっくりしました。一番びっくりしたこと

は、トイレのドアの下が結構空いていたこ

とです。

　アメリカでは、ローラースケートやスキ

ーなど色々なことをしました。学校にも行

きました。緊張してたけど、みんな優しか

ったので楽しかったです。廊下ですれ違う

ときに挨拶をしてくれて嬉しかったです。

　ハンバーガーを食べました。アメリカの

ハンバーガーをずっと食べたかったので食

べれて嬉しいです。おいしかったです。

　とても楽しかったので、また行きたいで

す。

　木村　琉
る か

伽

　私はフッドリバーに行き、特に心に残っ

たことが２つあります。

　１つめはローラースケートです。最初は

友達やホストファミリーの人達だけでやる

と思っていましたが、他の人もたくさんい

て驚きました。初対面の子でも、滑れない

時に助けてくれたり、笑顔で話しかけてく

れたりして嬉しかったです。

　２つめは学校に行ったことです。最初は

英語が理解できず少し落ち込みましたが、

最後に案内してくれた子が「一緒に過ごせ

て嬉しかった」と言ってくれて私も嬉しか

ったです。　坂本　よしの 　最後は帰るのが寂しくなるほど、ホスト

ファミリーや新しい友達が大切な存在にな

ったし、とても充実したときを過ごせまし

た。この貴重な経験を活かして、これから

成長していきたいです。

フッドリバー

に行って

3 広報つるた　No.787



　佐藤　なな　

異文化交流で

広がった視野

　今回フッドリバーを訪れ、多くの貴重な経

験をすることができました。出発前は不安も

ありましたが、現地の方々と交流する中で、

少しずつ自信をもって話せるようになりまし

た。

　また、理科や社会、数学を英語で学んでい

る経験を活かし、積極的にコミュニケーショ

ンを取ることができたと感じています。さら

に、文化や考え方の違いに触れることで、新

しい視点を得ることができました。

　この経験を通して、自分から行動すること

の大切さを学びました。今回学んだことを、

これからの学校生活に活かしていきたいで

す。また、今回の経験を通して、自分の視野

が大きく広がったと感じました。これからも

この経験を大切にしていきたいと思います。

フッドリバー訪問

を体験して

　私はフッドリバー訪問を体験して楽しか

ったことは、ホストファミリーとお出かけ

をしたことです。ホストファミリーとのお

出かけではスーパーや雑貨屋さんに行きま

した。日本とは全然お店の雰囲気やお店の

規模が違ってびっくりしました。

　フッドリバー訪問を体験して気づいたこ

とは、英語で会話するのが難しくてもジェ

スチャーを使えば言葉じゃなくても通じる

ことが分かりました。他にも食べ物の大き

さや物の値段が高いこと、トイレなどその

国によって全然文化が違うことに気づきま

した。

　今回フッドリバー訪問を体験してたくさ

ん貴重なことを学ぶことができ、日本との

違いを知れてとても勉強になりました。機

会があればまた行きたいです。

　佐藤　絆
き い

音

Hood River

　澁谷　才
さいもん

門

フッドリバーを

訪問して

　僕がフッドリバーに行って心に残ったこ

とやびっくりしたことは２つあります。

　１つ目は、びっくりしたことでお風呂と

洗面所とトイレが一緒だったことです。特

にお風呂は、カーテンでおおわれているけ

どトイレは何もないので少し驚きました。

他には、日本とアメリカの食べる物です。

基本はパンとかだけで、ちょっとお米が食

べたくなりました。

　２つ目は、心に残ったことで５日間でと

ても短い間ですがよくお出かけに連れてっ

てくれてとても楽しい時間を過ごすことが

できました。

　最後に相手の言葉がわからなくても伝え

たいという気持ちがあればどんなに複雑で

もしっかりと伝わるということです。
　佐藤　悠

ゆ う た

太

楽しかった

フッドリバー

　フッドリバーへのホームステイはとても

楽しかったです。

　初めは、わくわくと不安でしたが着いた

らホームステイ先の家族が笑顔で迎え出て

くれてとても嬉しかったです。学校訪問で

は差別なくいろんな人が話しかけてくれて

日本との文化の違いを大きく知ることがで

きました。

　私が一番楽しかったことは、みんなでボ

ウリング・スキーなどをしたことです。ど

っちもとても楽しかったし面白かったで

す。

　最後に友達のホームステイ先に行き、み

んなで鬼ごっこやトランポリンをしてとて

も楽しい思い出になりました。

　最初は、不安でいっぱいだったけど、ホ

ストファミリーと過ごしていき、最後には

写真を撮ることができ、とてもいい経験が

できました。

　渋谷　若
わ か ば

葉

　僕にとってフッドリバー訪問は、間違い

なく貴重で、これからの自分の人生に活き

る経験になりました。その中で、フッドリ

バーの魅力や鶴田との違いを見つけること

ができました。

　まず、僕が最初に感じたフッドリバーの

魅力は、街の広さです。歩道や街の至る所

に木が植えてあったり、家の前の道路にバ

スケットゴールが置いてあったりしていて

広大な土地を有効活用していました。

　次に、鶴田との違いは自然の豊かさです。

フッドリバーには大きな川や山があり、

様々な動物が暮らしていました。庭で花を

育てている家も多く、自然を大切にして生

活していることが伝わってきました。

　僕はこのフッドリバー訪問で世界の広さ

を知ることができ、とても成長できたと思

います。

　丹代　和
わ と

杜

フッドリバーで

気づいたこと

　僕はフッドリバーに行ってたくさんのこと

を経験できて本当に嬉しいです。

　そう考えた理由は、まず出発する時に羽田

からワシントン空港へ飛行機に乗ってシート

を倒したいなと思い、後ろの人が外国人で英

語話せるのかなと思って全然話しかけられな

かったけど勇気を出して喋りかけたらとても

優しく話してくれて緊張がほぐれて良いフラ

イトができました。

　そして、アメリカに着いてホストファミリ

ーの人達と会ったときもとても緊張してたけ

ど、温かく迎え入れてくれて嬉しかったし、

何より僕たちのことをとても考えてくれて感

動しました。それからの日々は素晴らしかっ

たしとても楽しくて最高の思い出を作ること

ができました。

　そして、帰る時に帰りたくないとみんなも言ってたし僕も帰りたく

ないほどたくさんの素晴らしいことを体験することができたからで

す。また行きたいなと思える旅でした。
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　成田　純
す み と

人

楽しかった

フッドリバー

　僕はフッドリバーに行ってたくさんのこと

を学びました。

　行く前は、自分に何ができるだろうと身構

えていたけれど、フッドリバーで過ごすうち

に、背伸びをしない等身大の自分で接するこ

との大切さを、学びました。

　言葉が詰まっても一生懸命聞いてくれるホ

ストファミリーや学校の人たち、拙い英語で

もあなたの考えをもっと知りたいと言ってく

れたホストファミリーたちのおかげで、完璧

であることよりも、伝えようとする意志が大

切だと気づかされました。

　僕たちがこうして、楽しく学べたのは家族

や町、学校そしてホストファミリーの力があ

ったおかげです。本当にありがとうございま

した。

思い出の

フッドリバー

　フッドリバーでのホームステイは、とて

も思い出に残りました。ホストファミリー

はとても優しくて、最初は心配な事もあっ

たけれど、初めての海外を安心して過ごせ

ました。

　僕が特に思い出に残ったことは、スキー

に行ったことと滝を見に行ったことです。

スキーでは、一番高い所まで行って20分遅

刻したけれど、最高の思い出を作ることが

できました。そして、ホストファミリーと

滝を見に行った時は、滝の一番高い所まで

登ってとてもきれいな景色を見れて、とて

も楽しかったです。

　また、フッドリバーへ行って日本とは違

う所をたくさん学ぶことができました。こ

の貴重な体験を活かして今後の学校生活を

送りたいと思いました。

　成田　光
こうせい

成

最高の体験

　僕がフッドリバーに行って特に思い出に

残ったことは３つあります。

　１つ目はスキーです。みんなと楽しくス

キーをすることができました。たくさん転

んだりしたけど、景色もキレイで最高のス

キーでした。

　２つ目はホストファミリーとの時間で

す。ホストファミリーとはたくさんの思い

出ができました。特に楽しかったのは、滝

を見に行ったことです。疲れたけど最高の

景色を見ることができました。

　３つ目は学校です。外国の学校はみんな

フレンドリーで、気軽に話してくれてたく

さん友達ができました。授業で映画を見て、

日本との違いにびっくりしました。

　フッドリバーでの貴重な体験ができて本

当に楽しかったです。ホストファミリーと

のいい思い出ができました。本当にありが

とうございました。

　増田　一
い ぶ き

蕗

フッドリバーを

訪問してみて

　私はフッドリバーを訪問してみて、初め

てのホームステイで不安なことがたくさん

あったけどホストファミリーの人たちがす

ごく優しく、約１週間安心して過ごすこと

ができました。

　私がフッドリバーで一番楽しかったこと

はローラースケートです。転びそうになっ

た時はホストシスターの子たちが助けてく

れたり、一緒に手をつないで走ってくれた

りしてとても優しかったです。

　また、ホストファミリーとのフリータイ

ムの時には、ホストファミリーがショッピ

ングモールやスーパーに連れて行ってくれ

てお土産やアメリカにしかないお菓子など

たくさん見たり買ったりしたのがとても楽

しかったです。また機会があったらフッド

リバーに行きたいと思いました。

　鳴海　亜
あ こ

胡

フッドリバーを

訪問して

　私はフッドリバーヘの訪問でたくさんの

事を経験しました。特に大きな違いを感じ

たのは、日本とアメリカの文化の違いや考

え方の違いです。アメリカの人は明るい人

が多く、物事に対する考え方がすごくポジ

ティブで、ホームステイ中いつも楽しい気

持ちでいることができました。

　学校では、すれ違う時に手を振ってくれ

たり、たくさんの人が日本に興味を持って

話しかけてくれたのがすごく嬉しかったで

す。

　ホストファミリーとはアイシングクッキ

ー作りや大きなパズルを完成させたり、た

くさんの事をしました。

　フッドリバー訪問を通して以前より英語

の授業に対する意欲も強くなったし、いい

機会をくれたフッドリバーと鶴田町にすご

く感謝しています。

　絶対またフッドリバーに行きたいです‼

　三浦　木
こ す ず

鈴

　私がフッドリバーに行って思い出になっ

たことはたくさんあります。

　１つ目は、フッドリバー市民の人たちと

初めてのローラースケートをしたことで

す。みんな優しく滑り方を教えてくれて少

しの時間で滑れるようになりました。

　２つ目は、ホストファミリーとのお買い

物です。人気なお菓子とかの話をしながら

歩くのがとっても楽しかったです。

　３つ目は、食べ物です。朝ごはんには毎

回フルーツが出てきてとってもおいしかっ

たし、おはしとかも使っていてびっくりし

ました。他の事とかも全部楽しかったです。

　棟方　早
さ や

耶
　フッドリバーに行って、日本では体験で

きないことや、文化の違いをしっかり学べ

ました。とても楽しかったです。

フッドリバーに

行ってみて
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議 会 の

 議決された 議

 

雪
を
押
す
場
所
を
確
保
す
る
た
め
、

周
辺
に
あ
る
空
き
地
の
地
権
者
と
交

渉
し
、
雪
置
き
場
と
し
て
提
供
す
る

代
わ
り
に
、
そ
の
土
地
の
固
定
資
産

税
の
減
免
な
ど
を
し
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。

３
月
定
例
会
一
般
質
問
の

要
旨
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

町
民
の
冬
の
運
動
不
足
解
消
の
た
め

に
、
公
民
館
な
ど
に
運
動
器
具
を
置
い

た
ス
ポ
ー
ツ
ジ
ム
的
な
施
設
を
つ
く
っ

て
み
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

答
弁
＝
町
長

①�

雪
置
き
場
の
確
保
に
つ
い
て

　

固
定
資
産
税
の
減
免
等
の
ご
提
案
に

つ
い
て
は
、
実
効
性
の
あ
る
一
つ
の
方

策
で
あ
る
と
受
け
止
め
て
お
り
、
公
平

性
の
確
保
を
前
提
と
し
な
が
ら
適
正
に

運
用
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
が
、
町
民

生
活
の
安
全
を
守
る
た
め
の
公
益
性
の

高
い
取
組
で
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
前

向
き
に
検
討
で
き
れ
ば
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

　

そ
の
際
、
他
の
自
治
体
の
事
例
に
つ

い
て
も
十
分
に
調
査
、
検
証
し
、
制
度

の
内
容
や
運
用
上
の
課
題
、
効
果
等
を

踏
ま
え
な
が
ら
、
当
町
に
適
し
た
仕
組

み
を
検
討
で
き
れ
ば
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。
ま
た
、
減
免
措
置
に
限
ら
ず
、
協

力
金
や
借
り
上
げ
方
式
な
ど
も
含
め
、

最
も
実
効
性
が
高
く
、
か
つ
公
平
性
を

担
保
で
き
る
手
法
を
総
合
的
に
整
理
し

て
ま
い
り
ま
す
。

②
冬
の
町
民
の
健
康
づ
く
り
に
つ
い
て

　

冬
は
降
雪
に
よ
り
屋
外
で
の
活
動
が

難
し
く
な
り
、
日
照
時
間
や
気
温
の
変

化
か
ら
心
身
や
生
活
習
慣
に
様
々
な
影

響
が
出
や
す
い
季
節
で
あ
り
、
運
動
不

足
も
懸
念
さ
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
、
運

動
器
具
を
置
い
た
ス
ポ
ー
ツ
ジ
ム
的
な

施
設
に
つ
い
て
は
、
屋
内
で
年
間
を
通

し
て
利
用
で
き
、
運
動
不
足
の
解
消
に

も
役
立
つ
も
の
で
す
の
で
、
設
置
す
る

器
具
の
種
類
や
場
所
な
ど
に
つ
い
て
検

討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

現
状
の
自
主
防
災
組
織
が
、
非
常
時

に
機
能
で
き
る
体
制
に
あ
る
の
か
。
ま

た
、
町
が
こ
れ
ま
で
配
備
し
劣
化
し
て

い
る
防
災
用
備
品
等
の
補
充
が
さ
れ
て

い
る
か
、
定
期
的
に
町
で
も
確
認
す
る

必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
自
主
防
災
組
織
を
立
ち
上

げ
て
い
な
い
町
内
会
に
お
い
て
は
、
町

内
会
が
主
体
と
な
り
共
助
活
動
で
き
る

体
制
づ
く
り
が
必
要
で
あ
り
、
災
害
時
、

自
助
・
共
助
・
公
助
が
う
ま
く
機
能
し

合
う
こ
と
が
重
要
と
思
い
ま
す
。
町
の

今
後
の
方
針
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　

道
の
駅
や
富
士
見
湖
パ
ー
ク
を
含
め

た
公
共
施
設
内
の
ト
イ
レ
は
、
改
修
を

順
次
行
っ
て
い
ま
す
が
、
今
後
改
修
の

議案第4号 令和8年度鶴田町一般会計予算案

議案第5号 令和8年度鶴田町国民健康保険特別会計予算案

議案第6号 令和8年度鶴田町水道事業会計予算案

議案第7号 令和8年度鶴田町下水道事業会計予算案

議案第8号 令和8年度鶴田町学校給食特別会計予算案

議案第9号 令和8年度鶴田町第1財産区特別会計予算案

議案第10号 令和8年度鶴田町第2財産区特別会計予算案

議案第11号 令和8年度鶴田町介護保険特別会計予算案

議案第12号 令和8年度鶴田町後期高齢者医療特別会計予算案

議案第13号 令和7年度鶴田町一般会計補正予算（第11号）案

議案第14号
令和7年度鶴田町国民健康保険特別会計補正予

算（第3号）案

議案第15号

専決処分した事項の報告及び承認を求めること

について　専決第1号　令和7年度鶴田町一般会

計補正予算（第7号）

議案第16号

専決処分した事項の報告及び承認を求めること

について　専決第2号　令和7年度鶴田町一般会

計補正予算（第8号）

議案第17号

専決処分した事項の報告及び承認を求めること

について　専決第3号　令和7年度鶴田町一般会

計補正予算（第9号）

議案第18号

専決処分した事項の報告及び承認を求めること

について　専決第4号　令和7年度鶴田町一般会

計補正予算（第10号）

議案第19号
鶴田町特定乳児等通園支援事業の運営に関する

基準を定める条例案

議案第20号 鶴田町行政手続条例の一部を改正する条例案

議案第21号
鶴田町特別職の職員で常勤のものの給与及び旅

費に関する条例等の一部を改正する条例案

議案第22号
鶴田町職員等の旅費及び費用弁償に関する条例

の一部を改正する条例案

議案第23号
鶴田町国民健康保険税条例の一部を改正する条

例案

議案第24号
鶴田町廃棄物の処理及び清掃に関する条例の一部

を改正する条例案

議案第25号 鶴田町介護保険条例の一部を改正する条例案

議案第26号 鶴田町過疎地域持続的発展計画案について

議案第27号 財産の無償譲渡について

議案第28号

　　～ 38号
鶴田町の公の施設の指定管理者の指定について

議案第39号
鶴田町固定資産評価審査委員会委員の選任につ

いて

議案第40号
人権擁護委員の候補者の推薦につき意見を求め

ることについて

議案第41号 鶴田町教育委員会教育長の任命について

議員提出議

案第1号

鶴田町議会図書室設置条例の一部を改正する条

例案

議員提出議

案第2号

鶴田町に副町長を置かないことの特例条例を廃

止する条例案

長
内 

勝
靖 

議
員
（
幸
志
会
）

①
雪
置
き
場
の
確
保
に
つ
い
て

予
定
が
あ
る
施
設
は
ど
の
く
ら
い
あ
る

の
か
。

　

ま
た
、
役
場
庁
舎
も
建
設
し
て
年
数

が
経
ち
、
公
民
館
、
鶴
遊
館
、
豊
明
館

を
は
じ
め
各
施
設
も
改
修
の
必
要
が
あ

る
と
思
い
ま
す
。
今
後
の
改
修
等
に
つ

い
て
、
町
の
方
針
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ

い
。

　

小
学
校
の
現
状
と
し
て
、
ク
ラ
ブ
活

動
に
登
録
し
て
い
る
児
童
は
ど
の
く
ら

い
お
り
、
ク
ラ
ブ
活
動
の
種
目
は
ど
の

く
ら
い
あ
る
の
か
。
そ
し
て
、
中
学
校

の
部
活
動
に
入
っ
て
い
る
生
徒
数
、
部

活
動
の
種
目
は
ど
の
く
ら
い
あ
り
、
地

域
移
行
し
て
い
る
部
活
動
は
あ
る
の
か

お
聞
き
し
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
が
ス
ポ
ー
ツ
や
文
化
ク

ラ
ブ
で
、
生
活
を
謳
歌
で
き
る
環
境
づ

く
り
が
急
務
と
感
じ
て
お
り
ま
す
が
、

教
育
委
員
会
の
今
後
の
方
針
を
お
聞
か

せ
く
だ
さ
い
。

案

 

概
要　

３
月
定
例
会 

　

令
和
８
年
第
１
回
鶴
田
町
議
会
定
例

会
が
、
３
月
５
日
か
ら
３
月
13
日
ま
で

の
会
期
９
日
間
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

今
定
例
会
で
は
、
議
案
40
件
に
つ
い

て
審
議
が
行
わ
れ
、
原
案
ど
お
り
議
決

（
可
決
３3
件
、
承
認
4
件
、
同
意
3
件
）

さ
れ
ま
し
た
。

②
冬
の
町
民
の
健
康
づ
く
り
に
つ
い
て

一
戸 

雅
人 

議
員
（
幸
志
会
）

①�

自
主
防
災
組
織
の
現
況
と
活
動

体
制
に
つ
い
て

③
小
・
中
学
校
の
部
活
動
に
つ
い
て

②
公
共
施
設
の
環
境
整
備
状
況
に
つ
い
て

62026年（令和8年）5月号



議 会 の 窓

答
弁
＝
町
長

①��
自
主
防
災
組
織
の
現
況
と
活
動
体
制

に
つ
い
て

　

自
主
防
災
組
織
の
体
制
に
つ
い
て

は
、
毎
年
避
難
訓
練
等
を
行
う
な
ど

の
活
発
な
組
織
が
あ
る
一
方
、
過
疎

化
、
高
齢
化
な
ど
の
担
い
手
不
足
に

よ
る
活
動
の
停
滞
が
課
題
と
な
っ
て

い
る
組
織
も
あ
り
、
発
災
時
に
お
け

る
機
能
の
低
下
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

　

町
で
は
、
各
町
内
会
、
集
落
の
希

望
に
応
じ
て
新
た
に
支
援
員
を
配
置

す
る
こ
と
で
、
町
内
会
や
自
主
防
災

組
織
の
活
性
化
に
つ
な
げ
て
い
き
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
指
定
避
難
所
と
な
っ
て
い

る
地
域
の
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
等
に

配
備
し
て
い
る
防
災
資
機
材
に
つ
い

て
は
、
耐
用
年
数
の
超
過
や
老
朽
化

等
が
懸
念
さ
れ
ま
す
の
で
、
改
め
て

保
管
状
況
等
を
確
認
の
う
え
、
計
画

的
に
更
新
を
し
て
ま
い
り
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

②
公
共
施
設
の
環
境
整
備
状
況
に
つ
い
て

　

ト
イ
レ
の
改
修
に
つ
き
ま
し
て
は
、

年
次
計
画
で
整
備
を
進
め
て
お
り
、

豊
明
館
と
役
場
庁
舎
に
つ
い
て
は
改

修
が
完
了
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

今
後
は
、
国
際
交
流
会
館
や
鶴
遊
館

な
ど
６
施
設
の
改
修
を
計
画
的
に
進

め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

　

施
設
本
体
の
老
朽
化
対
応
に
つ
き

ま
し
て
も
、
計
画
に
基
づ
き
建
て
替

え
や
改
修
を
進
め
て
お
り
、
火
葬
場

の
建
て
替
え
は
用
地
取
得
が
完
了
次

第
、
整
備
計
画
を
策
定
し
、
建
て
替

え
事
業
に
着
手
す
る
予
定
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。
ま
た
、
新
た
に
老
朽
化

に
伴
う
改
修
に
向
け
、
役
場
庁
舎
や

国
際
交
流
会
館
の
建
物
調
査
に
も
着

手
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
各
施
設
の
利
用
状
況

や
改
修
の
必
要
性
等
を
勘
案
し
た
上

で
、
財
政
負
担
、
優
先
度
等
を
考
慮

し
な
が
ら
、
計
画
的
に
建
て
替
え
、

改
修
等
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

答
弁
＝
教
育
長

③
小
・
中
学
校
の
部
活
動
に
つ
い
て

　

小
学
校
の
ク
ラ
ブ
活
動
に
つ
い
て

は
、
９
種
目
139
人
と
な
っ
て
お
り
、
文

化
系
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
そ
の
ほ
か
、

他
市
町
で
活
動
し
て
い
る
ク
ラ
ブ
に

所
属
し
て
い
る
児
童
も
お
り
ま
す
が
、

種
目
と
人
数
ま
で
は
把
握
し
て
お
り

ま
せ
ん
。

　

中
学
校
の
部
活
動
に
つ
い
て
は
、

11
種
目
167
人
と
な
っ
て
お
り
、
地
域
ク

ラ
ブ
と
し
て
活
動
し
て
い
る
の
が
、

３
種
目
17
人
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
そ

の
ほ
か
、
他
の
市
町
で
活
動
し
て
い

る
の
が
、
３
種
目
８
人
お
り
ま
す
。

　

完
全
地
域
移
行
に
向
け
て
準
備
を

進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
単
独

で
は
チ
ー
ム
を
組
め
な
い
種
目
や
指

導
者
が
い
な
い
種
目
が
あ
る
こ
と
な

ど
か
ら
、
他
市
町
と
の
連
携
も
含
め

て
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

（再
質
問
）

　

自
主
防
災
組
織
で
す
が
、
み
ど
り

町
な
ど
各
町
内
会
で
も
防
災
訓
練
を

行
っ
て
い
る
と
は
思
い
ま
す
が
、
年

に
１
度
で
も
希
望
す
る
町
内
会
と
連

携
し
な
が
ら
、
模
擬
訓
練
等
も
あ
っ

て
も
い
い
の
か
な
と
思
い
ま
す
。

　

公
共
施
設
の
環
境
整
備
で
す
が
、

富
士
見
湖
パ
ー
ク
周
辺
の
公
衆
ト
イ

レ
は
６
か
所
と
記
憶
し
て
お
り
、
観

光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
は
、
多
目
的
ト

イ
レ
や
お
む
つ
交
換
台
な
ど
の
情
報

が
記
載
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
和
式
、

洋
式
に
つ
い
て
も
記
載
し
た
ほ
う
が

観
光
客
に
対
し
て
親
切
だ
と
思
い
ま

す
。
高
齢
の
来
場
者
も
多
い
こ
と
か

ら
、
利
用
の
多
い
ト
イ
レ
に
は
洋
式

ト
イ
レ
を
最
低
１
か
所
完
備
で
き
れ

ば
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
公
衆
ト
イ

レ
は
利
用
者
に
よ
っ
て
和
式
、
洋
式
、

千
差
万
別
で
す
の
で
、
そ
の
辺
は
考

慮
し
て
改
修
し
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
あ
と
、
鶴
寿
公
園
の
ト

イ
レ
は
現
状
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い

る
の
か
、
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　

小
中
学
校
の
部
活
動
で
す
が
、
今

後
地
域
ク
ラ
ブ
に
移
行
す
る
部
活
動

に
お
い
て
は
、
指
導
者
の
奪
い
合
い

が
始
ま
る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。
今

後
の
国
の
状
況
を
鑑
み
な
が
ら
、
早

い
時
期
に
準
備
を
進
め
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
今
移
行

中
で
地
域
ク
ラ
ブ
と
学
校
ク
ラ
ブ
が

並
行
し
て
動
い
て
い
る
部
分
が
あ
り
、

ど
う
し
て
も
学
校
の
部
活
の
ほ
う
が

施
設
を
使
う
形
に
な
り
ま
す
の
で
、

地
域
ク
ラ
ブ
と
並
行
し
て
グ
ラ
ウ
ン

ド
が
利
用
で
き
る
よ
う
な
形
に
な
っ

て
い
る
か
に
つ
い
て
も
お
願
い
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

答
弁
＝
総
務
課
長

　

自
主
防
災
組
織
に
つ
い
て
で
す
が
、

み
ど
り
町
は
非
常
に
活
発
な
地
区
で
、

昨
年
、
一
昨
年
も
防
災
訓
練
を
実
施
し

て
ご
ざ
い
ま
す
。
実
施
に
際
し
て
は
、

当
町
の
防
災
担
当
職
員
が
複
数
名
参
加

し
、
防
災
訓
練
の
お
手
伝
い
も
さ
せ
て

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
そ
の
際
に
は
、

み
ど
り
町
の
ご
了
解
を
得
た
う
え
で
、

他
の
町
内
会
長
に
も
ぜ
ひ
参
加
を
し

て
、
自
分
た
ち
の
地
域
の
参
考
に
し
て

ほ
し
い
と
い
う
よ
う
な
取
組
も
実
施
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
町
と
連
携
し
た

模
擬
訓
練
は
、
防
災
意
識
を
高
め
る
と

い
う
点
で
非
常
に
有
効
か
と
思
い
ま

す
。
現
時
点
で
防
災
訓
練
を
や
ら
れ
て

い
な
い
地
域
も
複
数
ご
ざ
い
ま
す
の

で
、
毎
年
定
期
的
に
訓
練
を
実
施
し
て

い
た
だ
く
動
機
づ
け
と
し
て
も
、
前
向

き
に
検
討
し
て
い
け
れ
ば
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。

答
弁
＝
商
工
観
光
課
長

　

富
士
見
湖
パ
ー
ク
周
辺
の
ト
イ
レ
に

つ
い
て
で
す
が
、
観
光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

へ
の
ト
イ
レ
の
和
式
、
洋
式
の
記
載
に

つ
い
て
は
、
全
体
の
構
成
を
考
慮
し
な

が
ら
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
更
新
時
の
検
討
課

題
に
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

　

ま
た
、
丹
頂
鶴
自
然
公
園
、
Ｂ
＆
Ｇ

艇
庫
付
近
に
あ
る
ト
イ
レ
は
多
目
的
ト

イ
レ
も
な
く
、
男
子
ト
イ
レ
は
和
式
の

み
と
い
う
状
況
で
、
洋
式
化
の
改
修
が

必
要
だ
と
考
え
て
お
り
ま
す
が
、
令
和

８
年
度
は
利
用
者
が
多
く
、
ご
不
便
を

お
か
け
し
て
い
た
富
士
見
湖
パ
ー
ク
駐

車
場
の
ト
イ
レ
を
最
優
先
に
改
修
す
る

予
定
と
し
て
お
り
ま
す
。

 

ま
た
、
利
用
者
に
よ
っ
て
千
差
万
別

と
の
ご
意
見
に
つ
い
て
は
、
現
在
の
生

活
様
式
に
お
い
て
洋
式
が
主
流
だ
と
感

じ
て
お
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
今
後
の
改

修
計
画
に
お
い
て
は
考
慮
し
て
ま
い
り

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

答
弁
＝
建
設
整
備
課
長

　

鶴
寿
公
園
の
ト
イ
レ
に
つ
き
ま
し
て

は
、
下
水
道
の
接
続
や
便
器
等
の
改
修

も
済
ん
で
お
り
ま
す
が
、
多
目
的
ト
イ

レ
以
外
は
和
式
と
な
っ
て
い
る
状
況
で

す
。
今
後
は
、
冬
期
間
閉
鎖
に
よ
る
利

用
頻
度
や
経
年
劣
化
な
ど
を
考
慮
し
な

が
ら
、
改
修
が
必
要
と
な
っ
た
と
き
に

は
多
目
的
ト
イ
レ
以
外
の
洋
式
化
も
検

討
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

答
弁
＝
教
育
次
長

　

地
域
ク
ラ
ブ
移
行
に
関
し
て
は
、
指

導
者
の
確
保
が
課
題
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。
中
学
校
の
教
員
の
み
な
ら
ず
、
小

学
校
や
他
の
校
種
の
教
員
と
か
も
視
野

に
入
れ
て
、
下
山
学
園
と
も
検
討
し
な

が
ら
、
町
と
し
て
も
指
導
者
へ
の
財
政

的
な
支
援
を
行
い
、
確
保
に
向
け
て
努

め
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
学
校
の
施
設
の
使
用
で
す
が
、

今
現
在
は
移
行
期
間
中
で
す
の
で
、
部

活
動
優
先
で
使
っ
て
お
り
ま
す
け
ど

も
、
完
全
に
地
域
ク
ラ
ブ
に
移
行
し
た

場
合
は
、
お
互
い
に
協
議
し
な
が
ら
、

中
学
校
の
ほ
う
と
も
協
議
し
て
、
お
互

い
が
使
い
や
す
い
よ
う
に
し
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

①�

熊
の
出
没
状
況
と
そ
の
対
応
に
つ

い
て

澁
谷 

正
行 

議
員
（
共
有
会
）

　

町
内
の
熊
の
出
没
件
数
と
農
作
物
被

害
は
あ
っ
た
の
か
。
ま
た
、
近
隣
の
市

町
村
と
の
情
報
の
共
有
や
町
内
へ
の
注

意
喚
起
は
ど
の
よ
う
に
な
さ
れ
た
の

か
。

　

特
に
水
元
地
区
は
介
護
福
祉
施
設
、

富
士
見
湖
パ
ー
ク
、
ツ
ル
タ
ラ
ボ
な
ど
、

人
が
集
ま
る
場
所
や
施
設
が
多
く
、
ス

ク
ー
ル
バ
ス
の
発
着
点
も
近
く
に
あ
り

ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
施
設
に
ど
の
よ
う
な
情
報

発
信
と
周
知
体
制
を
と
っ
た
の
か
。
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記
録
的
豪
雪
に
よ
り
、
老
朽
化
し
た

空
き
家
が
雪
の
重
み
に
耐
え
き
れ
ず
、

崩
壊
・
倒
壊
し
て
い
ま
す
。
周
辺
住
民

の
安
心
、
安
全
を
脅
か
し
、
日
常
生
活

に
支
障
を
来
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
増
え
る
だ
ろ
う
空
き
家
の
崩

壊
・
倒
壊
に
対
し
、
ど
の
よ
う
な
対
応
、

対
策
を
と
っ
て
い
く
の
か
、
伺
い
ま
す
。

答
弁
＝
町
長

①�

熊
の
出
没
状
況
と
そ
の
対
応
に
つ
い
て

　

今
年
度
に
お
け
る
町
内
で
の
熊
の
出

没
件
数
は
、
こ
れ
ま
で
に
２
件
確
認
さ

れ
て
お
り
ま
す
が
、
い
ず
れ
の
事
案
に

お
き
ま
し
て
も
人
身
被
害
は
発
生
し
て

お
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
農
作
物
へ
の
被

害
報
告
も
受
け
て
お
ら
ず
、
被
害
の
未

然
防
止
が
図
ら
れ
て
い
る
も
の
と
認
識

し
て
お
り
ま
す
。

　

情
報
共
有
に
つ
き
ま
し
て
は
、
県
や

警
察
、
鳥
獣
被
害
対
策
実
施
隊
を
は
じ

め
と
す
る
関
係
機
関
と
緊
密
に
連
携

し
、
出
没
情
報
に
合
わ
せ
て
随
時
共
有

を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
あ
わ
せ
て
、
隣

接
す
る
市
町
村
と
も
情
報
交
換
を
行

い
、
広
域
的
な
出
没
状
況
や
動
向
の
把

握
に
努
め
て
お
り
ま
す
。

　

出
没
が
確
認
さ
れ
た
際
の
町
内
へ
の

注
意
喚
起
に
つ
き
ま
し
て
は
、
現
場
確

認
や
パ
ト
ロ
ー
ル
と
併
せ
て
防
災
行
政

無
線
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
メ
ー
ル
配

信
サ
ー
ビ
ス
等
を
活
用
し
、
農
作
業
時

や
屋
外
活
動
時
の
注
意
事
項
に
つ
い
て

速
や
か
に
町
民
の
皆
様
へ
周
知
を
行

い
、
被
害
防
止
に
努
め
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

　

介
護
福
祉
施
設
や
ツ
ル
タ
ラ
ボ
と
い

っ
た
特
定
の
施
設
に
対
す
る
注
意
喚
起

②�

豪
雪
に
よ
り
崩
壊
・
倒
壊
し
た

空
き
家
の
対
応
・
対
策
に
つ
い
て

は
行
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
昨
年
６
月

22
日
に
富
士
見
湖
周
辺
に
出
没
し
た
際

に
は
、
富
士
見
湖
を
廻
堰
方
面
か
ら
泳

い
で
向
こ
う
岸
の
弘
前
市
ま
で
渡
っ
た

と
い
う
目
撃
情
報
に
よ
り
、
付
近
に
所

在
す
る
リ
ン
ゴ
園
地
の
パ
ト
ロ
ー
ル
及

び
注
意
喚
起
を
行
っ
た
ほ
か
、
再
度
泳

い
で
引
き
返
し
て
こ
な
い
か
を
確
認
す

る
た
め
の
監
視
体
制
を
敷
い
て
お
り
ま

す
。

　

ま
た
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス
発
着
点
付
近

で
出
没
情
報
が
あ
っ
た
際
に
は
、
学
校

へ
通
学
す
る
児
童
生
徒
の
安
全
を
最
優

先
に
考
え
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス
は
通
常
ど

お
り
運
行
し
な
が
ら
、
登
下
校
時
の
自

宅
か
ら
学
校
間
に
つ
い
て
、
ス
ク
ー
ル

バ
ス
の
利
用
、
も
し
く
は
車
で
の
送
迎

を
保
護
者
に
お
願
い
し
た
ほ
か
、
自
宅

か
ら
ス
ク
ー
ル
バ
ス
発
着
点
間
の
移
動

及
び
停
留
所
で
の
待
機
に
つ
い
て
も
、

見
守
り
の
強
化
を
お
願
い
し
た
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。

　

今
後
も
町
民
に
被
害
が
発
生
し
な
い

よ
う
、
関
係
機
関
及
び
近
隣
自
治
体
と

の
連
携
を
一
層
強
化
し
、
熊
対
策
を
講

じ
て
ま
い
り
ま
す
。

②�

豪
雪
に
よ
り
、
崩
壊
・
倒
壊
し
た
空

き
家
の
対
応
・
対
策
に
つ
い
て

　

空
き
家
へ
の
対
応
に
つ
き
ま
し
て

は
、
近
隣
世
帯
か
ら
の
情
報
提
供
等
に

基
づ
き
現
地
調
査
を
行
い
、
対
応
が
必

要
と
判
断
さ
れ
た
場
合
は
、
所
有
者
を

は
じ
め
と
す
る
財
産
管
理
者
を
調
査

し
、
当
該
管
理
者
に
対
し
、
空
き
家
適

正
管
理
通
知
を
送
付
し
て
、
除
排
雪
を

含
め
た
建
物
の
適
正
管
理
を
お
願
い
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
令
和
５
年
の
空
家

法
の
改
正
に
よ
り
、
特
定
空
家
の
ほ
か
、

管
理
不
全
空
家
に
つ
い
て
も
規
定
さ
れ

た
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
の
制
度
の
周
知

を
含
め
て
、
財
産
管
理
者
に
対
し
、
適

正
管
理
を
促
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

今
冬
の
豪
雪
で
は
、
適
正
管
理
が
行

わ
れ
て
い
な
い
と
思
わ
れ
る
空
き
家
の

倒
壊
が
当
町
を
含
む
津
軽
地
域
の
複
数

の
市
町
村
で
確
認
さ
れ
て
お
り
ま
す

が
、
各
自
治
体
で
の
対
応
は
原
則
と
し

て
、
隣
接
地
等
に
危
険
が
及
ぶ
お
そ
れ

が
あ
る
場
合
に
お
け
る
緊
急
避
難
的
な

措
置
に
限
ら
れ
ま
す
。
空
き
家
を
含
め

建
物
は
個
人
の
資
産
で
あ
り
、
管
理
は

あ
く
ま
で
所
有
者
等
の
財
産
管
理
者
が

行
う
こ
と
が
原
則
と
な
り
ま
す
の
で
、

今
後
と
も
除
排
雪
対
策
を
含
め
、
空
き

家
の
適
正
管
理
に
努
め
て
い
た
だ
く
よ

う
取
り
組
み
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
の

で
、
ご
理
解
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（再
質
問
）

　

現
状
で
は
、
畑
に
行
け
ば
ほ
と
ん
ど

が
高
齢
者
で
、
ス
マ
ホ
な
ど
使
え
な
い
、

防
災
無
線
も
聞
こ
え
な
い
と
き
が
ご
ざ

い
ま
す
。
そ
う
い
う
中
で
、
今
後
ど
の

よ
う
な
防
災
無
線
の
使
い
方
で
注
意
喚

起
を
し
よ
う
と
考
え
て
い
る
の
か
。

　

農
家
の
人
は
、
リ
ン
ゴ
の
収
穫
期
に

な
る
と
、
夜
遅
く
ま
で
仕
事
を
す
る
の

が
ほ
と
ん
ど
で
す
の
で
、
防
犯
カ
メ
ラ

や
カ
メ
ラ
ト
ラ
ッ
プ
の
設
置
が
最
も
効

果
的
で
実
効
性
が
あ
る
と
思
い
ま
す

が
、
そ
の
設
置
に
つ
い
て
ど
う
思
っ
て

い
る
か
伺
い
ま
す
。

　

ま
た
、
熊
は
食
べ
物
に
執
着
心
が
あ

る
の
で
、
前
回
出
没
し
て
い
る
水
元
地

区
に
ま
た
や
っ
て
く
る
と
い
う
考
え
方

が
ご
く
普
通
で
す
が
、
近
隣
の
つ
が
る

市
、
板
柳
町
、
妙
堂
崎
、
そ
し
て
富
士

見
湖
パ
ー
ク
周
辺
に
ど
の
よ
う
な
情
報

交
換
と
周
知
体
制
を
取
っ
て
い
く
の

か
。

　

一
番
怖
い
の
は
、
子
供
た
ち
で
す
。

例
え
ば
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
運
転
手
に

そ
こ
に
ま
だ
い
て
も
ら
う
と
か
、
ま
た

ス
ク
ー
ル
バ
ス
や
保
護
者
の
車
に
防
災

グ
ッ
ズ
を
搭
載
し
て
も
ら
う
と
い
っ
た

対
応
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
と

自
転
車
で
登
校
す
る
子
供
た
ち
に
対
し

て
、
ど
う
い
う
対
応
を
し
て
い
る
の
か

お
聞
き
し
ま
す
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
、
き
め
細
か
く
実

効
性
の
あ
る
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
っ

て
い
く
必
要
性
が
あ
る
と
思
い
ま
す

が
、
こ
れ
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　

も
う
一
つ
、
当
町
で
は
危
険
な
空
き

家
が
数
多
く
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
今

後
ま
す
ま
す
増
え
て
、
予
想
以
上
の
件

数
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
行
政
に
よ
る

助
言
、
指
導
を
持
ち
主
が
受
け
て
も
、

な
か
な
か
適
切
な
管
理
を
し
な
い
、
い

ろ
い
ろ
な
形
が
出
て
く
る
か
と
思
い
ま

す
が
、
ま
ず
は
放
置
さ
せ
な
い
。
こ
れ

が
最
大
の
防
災
対
策
だ
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
助
言
、
指
導
、
勧
告
、
命
令
、

行
政
代
執
行
、
こ
の
よ
う
な
形
に
な
ら

な
い
よ
う
対
応
し
て
い
た
だ
き
た
い
思

い
ま
す
。

答
弁
＝
農
業
振
興
課
長

　

熊
出
没
の
際
の
周
知
に
関
し
て
で
す

け
ど
も
、
町
と
し
て
は
メ
ー
ル
や
防
災

無
線
に
よ
っ
て
、
早
く
周
知
し
て
い
る

現
状
で
す
。
し
か
し
、
畑
等
に
い
る
方

に
は
伝
わ
ら
な
い
、
年
配
の
方
も
多
く

い
る
と
い
う
の
も
事
実
で
ご
ざ
い
ま

す
。
早
く
広
く
伝
わ
る
よ
う
な
対
策
に

つ
い
て
は
、
こ
れ
か
ら
検
討
し
て
ま
い

り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、

各
自
で
防
衛
、
例
え
ば
鈴
を
持
つ
、
ラ

ジ
オ
を
つ
け
る
と
い
っ
た
対
策
も
周
知

し
て
呼
び
か
け
て
ま
い
り
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

　

そ
れ
か
ら
、
畑
に
カ
メ
ラ
等
を
設
置

し
て
は
と
い
う
提
案
で
す
が
、
県
も
鳥

獣
対
策
に
対
し
て
は
、
よ
り
一
層
の
予

算
も
含
め
、
対
策
を
行
う
予
定
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。
当
町
に
お
い
て
も
、
そ

う
い
っ
た
予
算
的
な
部
分
の
活
用
を
含

め
ま
し
て
、
今
後
、
柵
等
の
対
策
に
つ

い
て
検
討
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

答
弁
＝
教
育
次
長

　

小
中
学
校
の
児
童
生
徒
に
つ
い
て

は
、
小
学
校
は
ス
ク
ー
ル
バ
ス
が
出
て

お
り
ま
す
の
で
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
バ

ス
停
ま
で
の
見
守
り
の
強
化
を
お
願
い

し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
中
学
生
に
つ

い
て
は
、
目
撃
情
報
が
あ
っ
た
場
合
に

は
で
き
る
だ
け
車
で
の
送
迎
を
お
願
い

し
、
帰
宅
後
や
休
日
等
の
外
出
は
な
る

べ
く
控
え
る
よ
う
に
通
知
を
出
し
て
お

り
ま
す
。

答
弁
＝
総
務
課
長

　

空
き
家
の
対
応
に
つ
い
て
の
ご
質
問

で
す
が
、
空
き
家
は
個
人
の
資
産
で
す

の
で
、
基
本
的
に
は
所
有
者
あ
る
い
は

管
理
者
が
適
正
な
管
理
を
し
て
い
た
だ

く
義
務
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
ご
ざ
い

ま
す
。

　

た
だ
、
万
に
一
つ
、
例
え
ば
隣
地
の

ほ
う
に
雪
が
落
ち
て
い
っ
て
家
屋
に
危

険
が
及
ぶ
、
あ
る
い
は
道
路
に
雪
が
落

ち
て
い
っ
て
通
る
方
々
に
危
険
が
及
ぶ

よ
う
な
場
合
は
、
現
状
で
も
町
で
対
応

す
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
が
、
あ
く
ま
で

緊
急
避
難
的
な
措
置
に
限
り
ま
す
。

　

行
政
代
執
行
と
い
う
こ
と
も
、
私
は

否
定
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
け
ど

も
、
そ
れ
は
最
終
手
段
で
ご
ざ
い
ま
す
。

ま
ず
は
所
有
者
に
お
い
て
し
っ
か
り
対

応
し
て
い
た
だ
く
よ
う
、
粘
り
強
く
お

願
い
し
て
い
き
た
い
と
い
う
ふ
う
に
思
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い
ま
す
。

（再
々
質
問
）

　

熊
が
自
動
ド
ア
を
開
け
て
建
物
に

入
っ
て
く
る
姿
が
テ
レ
ビ
に
よ
く
映

っ
て
い
ま
す
。
警
察
、
消
防
、
猟
友

会
の
連
携
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い

る
の
か
。
ま
た
、
捕
獲
し
た
熊
を
駆

除
し
た
り
、
麻
酔
銃
の
使
用
の
有
無

だ
っ
た
り
、
使
用
す
る
場
合
は
獣
医

師
が
同
伴
し
た
り
す
る
な
ど
の
緊
急

銃
猟
体
制
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
く
だ

さ
い
。

　

そ
し
て
、
役
場
の
開
庁
時
は
大
丈

夫
で
す
が
、
閉
庁
時
に
熊
の
出
没
情

報
が
寄
せ
ら
れ
た
場
合
、
ど
の
よ
う

な
対
応
に
な
っ
て
い
る
の
か
お
知
ら

せ
く
だ
さ
い
。

答
弁
＝
農
業
振
興
課
長

　

ま
ず
、
警
察
、
当
町
に
お
い
て
は
猟

友
会
で
は
な
く
鳥
獣
被
害
対
策
実
施
隊

と
町
と
、
出
没
し
た
際
に
は
す
ぐ
に
招

集
、
連
絡
し
、
現
場
確
認
、
パ
ト
ロ
ー

ル
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。
そ
れ
と
同

時
に
、
住
民
へ
防
災
無
線
で
呼
び
か
け

を
行
い
ま
し
た
。

　

熊
が
捕
ま
っ
た
場
合
の
対
応
で
す

が
、
今
の
と
こ
ろ
定
ま
っ
て
い
な
い
の

が
事
実
で
す
。
獣
医
師
に
関
し
て
は
、

す
ぐ
駆
け
付
け
て
下
さ
る
獣
医
師
は
確

保
で
き
て
い
ま
せ
ん
。

　

緊
急
銃
猟
、
も
し
町
内
で
熊
が
出
没

し
た
際
の
対
応
で
す
が
当
町
で
は
西
目

屋
村
で
猟
友
会
に
所
属
さ
れ
て
い
る
ハ

ン
タ
ー
さ
ん
に
連
絡
し
て
お
願
い
す
る

体
制
を
取
っ
て
あ
り
ま
す
。
銃
を
撃
つ

場
合
、
ハ
ン
タ
ー
に
は
か
な
り
の
規
制

が
あ
り
ま
す
の
で
、
基
本
的
に
は
、
追

い
払
う
と
い
う
の
が
第
一
だ
そ
う
で
、

や
む
を
得
ず
人
に
危
害
が
及
ぶ
お
そ
れ

が
あ
る
と
き
に
初
め
て
銃
撃
と
い
う
ふ

う
な
流
れ
に
な
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

役
場
、
農
業
振
興
課
と
し
て
も
、
ま
す

ま
す
勉
強
し
ま
し
て
、
今
後
の
対
策
に

生
か
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

　

ま
た
、
役
場
閉
庁
の
際
に
出
没
し
た

時
に
は
、
そ
の
情
報
を
基
に
農
業
振
興

課
、
そ
れ
か
ら
総
務
課
長
、
町
長
が
ま

ず
集
ま
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
関
係
機

関
、
教
育
委
員
会
、
消
防
、
警
察
に
連

絡
と
い
っ
た
形
で
、
出
没
し
た
際
の
対

応
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
つ
い
て
は
作
成
し
て

お
り
ま
す
。

答
弁
＝
教
育
次
長

　

教
育
委
員
会
と
し
て
は
、
休
日
等
に

目
撃
情
報
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
校
長

と
連
絡
し
あ
い
、
保
護
者
に
メ
ー
ル
を

送
る
よ
う
お
願
い
し
て
い
ま
す
。
実
際
、

昨
年
も
土
日
に
目
撃
情
報
が
あ
り
ま
し

た
。
そ
の
時
は
、
日
曜
日
の
内
に
校
長

に
連
絡
し
、
保
護
者
に
メ
ー
ル
を
送
っ

て
周
知
い
た
し
ま
し
た
。

　

過
去
に
、
空
き
家
の
活
用
に
つ
い

て
様
々
な
議
員
か
ら
提
言
が
あ
り
ま

し
た
。
町
か
ら
の
回
答
は
、
「
五
所
川

原
圏
域
で
行
っ
て
い
る
空
き
家
バ
ン

ク
」
で
対
応
し
て
い
る
旨
の
説
明
が

あ
り
ま
す
。
何
度
も
同
じ
よ
う
な
提

言
が
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
町
民
と

行
政
の
認
識
の
ず
れ
が
生
じ
て
い
る

と
思
い
ま
す
が
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　

空
き
家
の
活
用
が
遅
れ
て
い
る
こ

と
で
、
毎
年
の
よ
う
に
、
空
き
家
の

隣
接
地
や
道
路
に
面
し
た
場
所
の
雪

問
題
が
生
じ
て
い
ま
す
。
今
後
の
町

の
対
応
方
針
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
く

だ
さ
い
。

答
弁
＝
町
長

①�

除
排
雪
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
改
善
し

た
の
か

　

満
足
度
の
向
上
に
関
し
て
は
、
町
で

は
町
民
か
ら
の
要
望
等
を
全
て
デ
ー
タ

化
し
て
お
り
、
要
望
等
が
あ
っ
た
場
合

は
現
場
に
出
向
い
て
状
況
を
確
認
し
、

速
や
か
に
対
応
す
る
こ
と
を
心
が
け
て

お
り
ま
す
。
ま
た
、
道
路
の
幅
員
や
機

械
の
性
能
な
ど
を
考
慮
し
、
業
者
の
入

替
え
も
併
せ
て
実
施
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

　

こ
れ
ら
の
対
応
に
よ
り
、
昨
年
度
の

豪
雪
で
は
２
月
末
で
615
件
あ
っ
た
要
望

等
が
、
今
年
度
は
同
月
末
で
319
件
と
な

っ
て
お
り
、
一
定
程
度
の
成
果
に
つ
な

が
っ
て
い
る
も
の
と
思
っ
て
お
り
ま
す

が
、
今
後
も
限
ら
れ
た
人
員
の
中
で
、

さ
ら
な
る
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
努
め
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
活
用
に
つ
い
て
は
、
排
雪

予
定
の
ほ
か
に
、
前
日
に
除
雪
の
実
施

が
決
定
し
て
い
る
場
合
は
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

等
で
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
告
知
す
る
こ
と

を
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、青
森
県
で
計
画
し
て
い
る
「
除

排
雪
改
善
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
対
応
す

る
た
め
、
今
年
度
は
町
の
除
雪
車
２
台

に
Ｇ
Ｐ
Ｓ
シ
ス
テ
ム
を
搭
載
し
た
デ
モ

機
を
設
置
し
、
ど
の
機
種
が
よ
い
か
検

討
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
中
長
期
的

に
は
交
通
や
気
象
情
報
な
ど
の
デ
ー
タ

や
人
工
知
能
を
利
用
し
た
除
排
雪
の
出

動
判
断
な
ど
の
仕
組
み
の
高
度
化
も
視

野
に
入
れ
る
予
定
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。

②
空
き
家
に
つ
い
て

　

令
和
３
年
度
か
ら
の
約
５
年
間
で
登

録
件
数
は
32
件
、
成
約
件
数
は
21
件
と

な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
制
度
と

し
て
は
一
定
の
体
制
を
整
え
、
運
用
を

継
続
し
て
い
る
認
識
で
あ
り
ま
す
。

　

一
方
で
、
ご
指
摘
の
と
お
り
、
町
と

し
て
は
、
制
度
を
運
用
し
て
い
る
と
い

う
認
識
で
あ
っ
て
も
、
登
録
件
数
、
成

約
件
数
、
周
知
方
法
、
所
有
者
へ
の
働

き
か
け
な
ど
の
面
に
お
い
て
、
改
善
の

余
地
が
あ
る
も
の
と
認
識
し
て
お
り
ま

す
。

　

今
後
の
対
策
に
つ
き
ま
し
て
は
、
空

き
家
の
実
態
把
握
の
精
度
向
上
の
た

め
、
新
た
に
空
き
家
情
報
を
適
切
に
管

理
す
る
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
、
所
有
者

に
対
す
る
空
き
家
の
適
正
管
理
の
指
導

を
行
い
、
空
き
家
バ
ン
ク
へ
の
登
録
促

進
や
「
空
き
家
バ
ン
ク
活
用
促
進
補
助

事
業
」
の
周
知
な
ど
、
所
有
者
へ
の
積

極
的
な
意
向
確
認
を
す
る
こ
と
で
、
空

き
家
の
増
加
を
未
然
に
防
ぐ
取
り
組
み

を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

（再
質
問
）

　

空
き
家
バ
ン
ク
へ
の
登
録
ま
で
い
か

な
い
よ
う
な
空
き
家
に
つ
い
て
も
、
町

か
ら
情
報
提
供
し
て
い
く
こ
と
も
必
要

で
あ
る
か
と
思
い
ま
す
。
空
き
家
の
活

用
を
進
め
て
い
く
た
め
に
聞
き
取
り
し

た
こ
と
が
あ
る
の
か
お
知
ら
せ
く
だ
さ

い
。

答
弁
＝
企
画
交
流
課
長

　

空
き
家
バ
ン
ク
に
登
録
で
き
な
い
物

件
の
活
用
方
法
に
つ
い
て
聞
き
取
り
し

た
こ
と
が
あ
る
か
と
い
う
こ
と
で
す

が
、
平
成
28
年
頃
に
「
鶴
田
町
空
家
等

対
策
計
画
」
を
策
定
し
て
お
り
、
そ
の

と
き
に
は
聞
き
取
り
し
て
い
る
と
思
わ

い
ま
す
が
、
そ
の
後
に
つ
い
て
は
ま
だ

実
施
さ
れ
て
お
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、

来
年
度
空
き
家
の
管
理
シ
ス
テ
ム
を
導

入
し
、
空
き
家
の
候
補
物
件
の
情
報
を

台
帳
管
理
し
て
、
所
有
者
へ
の
積
極
的

な
意
向
確
認
を
し
て
い
く
こ
と
に
な
っ

て
ご
ざ
い
ま
す
。

小
関 

優 

議
員
（
政
優
会
）

①�

除
排
雪
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
改

善
し
た
の
か

　

豪
雪
の
際
、
議
員
か
ら
除
排
雪
に
関

す
る
提
言
が
あ
り
ま
し
た
。
今
年
は
そ

れ
を
踏
ま
え
、
ど
の
よ
う
に
改
善
し
臨

ん
だ
の
か
。
ま
た
、
町
民
の
除
排
雪
に

対
す
る
満
足
度
は
向
上
し
た
の
か
。
さ

ら
に
、
除
排
雪
情
報
等
を
リ
ア
ル
タ
イ

ム
で
知
る
こ
と
の
出
来
る
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の

活
用
に
つ
い
て
、
以
前
提
言
さ
せ
て

い
た
だ
い
た
が
、
そ
の
後
ど
う
な
っ

て
い
る
か
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

②�

空
き
家
に
つ
い
て

①�

ツ
ル
タ
ラ
ボ
の
雪
害
に
つ
い
て

工
藤 

一
雄　

議
員
（
鶴
翔
ク
ラ
ブ
）

 

鶴
田
町
地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー(

以

降
ツ
ル
タ
ラ
ボ)

体
育
館
南
東
側
大
屋

根
か
ら
１
階
ト
イ
レ
、
更
衣
室
の
屋
根

に
大
量
の
落
雪
が
あ
り
、
２
階
ギ
ャ
ラ

リ
ー
部
分
の
サ
ッ
シ
、
ガ
ラ
ス
が
破
損

し
、
使
用
禁
止
と
な
り
ま
し
た
。
ツ
ル

タ
ラ
ボ
の
使
用
率
が
多
い
体
育
館
が
使

用
停
止
に
な
る
と
、
管
理
者
、
使
用
者

に
と
っ
て
も
大
き
な
損
害
が
発
生
し
ま

す
。

　

今
後
、
ど
の
よ
う
な
対
策
を
講
じ
て

い
く
か
町
長
に
お
聞
き
い
た
し
ま
す
。
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自
動
除
雪
ロ
ボ
ッ
ト
の
デ
モ
走
行
、

ド
ロ
ー
ン
に
よ
る
融
雪
剤
散
布
の
実
証

試
験
が
ツ
ル
タ
ラ
ボ
に
て
開
催
さ
れ
、

予
想
を
超
え
る
見
学
者
が
訪
れ
ま
し

た
。

　

災
害
時
の
物
資
搬
入
、
果
樹
の
雪
害
、

鳥
害
の
調
査
、
桜
シ
ー
ズ
ン
の
津
軽
富

士
見
湖
パ
ー
ク
の
画
像
な
ど
い
ろ
い
ろ

な
方
面
で
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
て
い
ま

す
。
ド
ロ
ー
ン
を
防
災
、
観
光
に
役
立

て
て
み
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

答
弁
＝
町
長

①
ツ
ル
タ
ラ
ボ
の
雪
害
に
つ
い
て

ツ
ル
タ
ラ
ボ
の
２
階
ギ
ャ
ラ
リ
ー
部

分
の
雪
下
ろ
し
に
つ
い
て
は
、
指
定
管

理
者
が
定
期
的
に
行
っ
て
お
り
ま
し
た

が
、
１
月
中
旬
か
ら
の
長
期
的
な
寒
波

に
よ
る
大
雪
と
、
そ
の
雪
庇
が
屋
根
か

ら
一
度
に
落
雪
し
た
こ
と
が
今
回
の
原

因
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
の
後
は
応

急
復
旧
を
実
施
し
、
安
全
性
が
確
認
で

き
た
こ
と
か
ら
、
３
月
か
ら
使
用
を
再

開
し
て
お
り
、
現
在
は
原
状
復
旧
に
向

け
て
調
整
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

今
後
の
対
策
に
つ
き
ま
し
て
は
、
サ

ッ
シ
の
耐
衝
撃
強
化
な
ど
の
恒
久
的
な

対
策
を
検
討
し
、
併
せ
て
豪
雪
時
の
管

理
体
制
に
つ
い
て
も
見
直
し
、
予
防
的

管
理
を
強
化
す
る
こ
と
で
、
再
発
防
止

と
早
期
復
旧
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

②
ド
ロ
ー
ン
活
用
に
つ
い
て

運
用
に
当
た
っ
て
は
、
航
空
法
を
は

じ
め
と
す
る
関
係
法
令
の
遵
守
、
安
全

管
理
体
制
の
構
築
、
操
縦
人
材
の
育
成
、

機
材
導
入
費
や
維
持
管
理
費
に
係
る
財

政
負
担
な
ど
、
慎
重
に
整
理
す
べ
き
課

鶴田町の議会を傍聴しませんか？鶴田町の議会を傍聴しませんか？

月　日 内　容

6 月 4 日 （木） 開会

6 月 11 日 （木） 一般質問・議案審議

6 月 12 日 （金） 討論採決・閉会

　傍聴を希望される方は、会議当日、庁舎3階議場南側

の傍聴席入口で受付してから入場してください。

　なお、発熱等、風邪のような症状がある方は、傍聴

を自粛するようお願いします。

■問い合わせ先 ： 鶴田町議会事務局　☎ ： 0173-22-2111 （内線321）

※開催予定日は状況により変更となる場合があります。

【6月定例会の開催予定日】

時間 ： 各日午前9時開始 （予定）

場所 ： 鶴田町役場　3階　議場

題
が
あ
り
ま
す
。
町
と
し
て
は
、
他
自

治
体
の
導
入
事
例
や
実
証
実
験
の
成
果

等
も
参
考
に
し
な
が
ら
、
防
災
、
観
光

分
野
へ
の
展
開
可
能
性
に
つ
い
て
、
段

階
的
に
検
討
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

（再
質
問
）

ツ
ル
タ
ラ
ボ
の
雪
害
で
す
が
、
今
回

の
損
害
は
結
構
な
金
額
が
か
か
る
と
思

い
ま
す
。
体
育
館
の
暖
房
が
な
さ
れ
て

い
な
か
っ
た
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
原
因
は

あ
る
と
思
い
ま
す
。
冬
場
の
体
育
館
を

必
要
と
す
る
使
用
者
も
い
る
と
思
い
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
今
後
そ
う
い
う
こ
と
が

な
い
よ
う
に
、
町
と
し
て
も
指
定
管
理

者
の
方
と
綿
密
に
連
絡
を
取
っ
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ド
ロ
ー
ン
に
関
し
て
も
、
様
々
な
制

約
、
業
者
と
の
業
務
提
携
等
も
あ
り
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
使
っ
て
い
た
だ
い
て
、

観
光
面
な
ど
町
で
常
に
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ

プ
し
て
い
く
よ
う
な
感
じ
に
で
き
れ
ば

と
思
っ
て
い
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

答
弁
＝
企
画
交
流
課
長

ツ
ル
タ
ラ
ボ
の
雪
害
に
つ
い
て
は
、

今
後
指
定
管
理
者
と
も
連
携
し
な
が

ら
、
構
造
的
な
対
策
に
つ
い
て
は
恒

久
的
な
対
策
を
検
討
し
、
雪
下
ろ
し

の
管
理
体
制
も
見
直
し
し
な
が
ら
、

今
後
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
な
い
よ
う

に
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ド
ロ
ー
ン
の
活
用
に
つ
い
て
も
、
他

自
治
体
の
導
入
事
例
や
実
証
実
験
の

成
果
等
も
参
考
に
し
な
が
ら
検
討
し

て
ま
い
り
ま
す
。

《 鶴田写真クラブ写真展》

日時

鶴田町歴史文化伝承館 展示ギャラリー　☎：0173-22-2692
※展示期間は都合により変更となる場合がございますので、予めご了承ください。

場所

歴史文化伝承館 （旧水元小学校） イベントのお知らせ歴史文化伝承館 （旧水元小学校） イベントのお知らせ

5月 10日（日）～ 5月 31日（日）　9：00～ 16：00

写真クラブの会員たちが撮影した、個性豊かな作品をご覧ください。

②
ド
ロ
ー
ン
活
用
に
つ
い
て

【令和８年４月６日付】町職員人事異動町職員人事異動

　新　職　名　　　　　　　　　　　　　　
課長級課長級　　　　　　　　　　　　　　　　

◇ 福祉介護課長 ( 地域福祉係長事務取扱 )
課長補佐級課長補佐級　　　　　　　　　　　　　　

◇福祉介護課長補佐・介護保険係長事務取扱
係長級係長級　　　　　　　　　　　　　　　　

◇福祉介護課障がい支援係長

　氏　名　　　　
　　　　　　　　
古舘　真由美
　　　　　　　　
藤田　隆宏
　　　　　　　　
成田　万貴子

　前　職　名　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　
福祉介護課長
　　　　　　　　　　　　　　　　　　
福祉介護課長補佐・障がい支援係長事務取扱
　　　　　　　　　　　　　　　　　　
福祉介護課地域福祉係長　　

102026年（令和8年）5月号



労働保険のお知らせ

令和８年度　労働保険 ( 労災保険 ・ 雇用保険 ) の年度更新期間は、

６月１日 ( 月 ) ～７月１０日 ( 金 )です。

○ 年度更新の時期は窓口が大変混み合います。自宅やオフィスから待ち時間不要で、いつでも手

続き可能な電子申請がオススメです！

○ 保険料を電子納付することが可能です。電子申請と電子納付を利用した場合、全てインターネ

ット上で手続きを完結させることができて便利です！

○ 労働保険の電子申請手続は「e-Gov」(https://shinsei.e-gov.go.jp/)から行うことができます。

○ 労働保険関係手続（一部手続を除く）は、Gビズ IDを利用して手続することができます。

○年度更新申告書は、５月末頃に発送予定です。

電子申請手続サイト

(e-Gov)

年度更新申告書
書き方パンフレット

労働保険電子申請

特設サイト

■問い合わせ先 ： 年度更新関係･･･厚生労働省 労働基準局 保険徴収課 　☎ ： 03-5253-1111 （内線5162）

■問い合わせ先 ： 電子申請関係･･･厚生労働省 労働基準局 保険徴収課 　☎ ： 03-5253-1111 （内線5160）
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ークワーズに挑戦シ

下の文字から縦・横・斜めに隠れている、
端午の節句に関係する言葉を6つ消してくださ

い。残った5文字を組み合わせた言葉が答え

です。

応募締切

6/1
（月）

必　着

◎賞品提供

道の駅つるた「鶴の里あるじゃ」

ヒ ヨ ド シ ノ

チ ロ モ ヨ タ

マ イ カ ウ ケ

キ ブ コ ブ ノ

ト カ ツ オ コ

【クイズの解き方】

　はがきに答え、住所、 氏名（未成年の方は保護者名も記入）、

年齢と広報に対するご意見やご感想などを書き添え、次の宛先

までお送りください。

　〒 038-3595　鶴田町大字鶴田字早瀬 200-1

鶴田町役場企画交流課　計画係　行

正解者の中から抽選で、鶴の里あるじゃより、あるじゃで使

える「鶴の舞橋くるみゆべし引換券」と町より「つるりんグッズ」

を5名様にプレゼントします。

応募方法

★ 4 月号の答え 【シークワード 4月号の解答】

「コクスポ」
○キーワード（花粉症の原因植物）

【4 月号当選者】

坂本朱美さん、PN「三平」さん、

中野友子さん、藤田祥輝さん、

PN「ぽむぽむ」さん

ハンノキ、ススキ、ヒノキ、イネ、

スギ、ヨモギ、ブタクサ

▲ 5月号クイズ景品

　「鶴の舞橋くるみゆべし」

　今月のクイズ賞品　今月のクイズ賞品

交番あんぜん ・ あんしん通信交番あんぜん ・ あんしん通信

 警察官(大卒)を募集します！

【受験資格】 平成 3年 4月 2日以降に生まれた方で、大学を卒

業した方または令和 9年 3月 31日までに大学卒

業見込みの方

        　　武術指導 /柔道：3段以上 (講道館認定 )

          　武術指導 /剣道：3段以上 (全日本剣道連盟認定)

【受付期間】 　6月 8日（月）まで

【一次試験】   7月 12日（日）［青森市、弘前市ほか］

【一次試験合格発表】 7月 17日（金）予定

ハ ス ス キ ヒ

ン イ ネ ノ ス

ノ ポ キ コ ギ

キ ヨ モ ギ ク

ス ブ タ ク サブ タ クブ サ

ス ス キス キ ヒ

ノ

キ

ヒ

キ ギ

ス

ギ

ン

ノ

キ

ハ

キ

イ ネイ ネ

モ ギヨ ギ

試験区分 採用予定人員

男性 18名程度

女性 10名程度

武術指導 (柔道 ) 2名程度

武術指導 (剣道 ) 2名程度

■試験に関する問い合わせ先

　青森県警察本部警務課人事採用戦略室　

　☎：0120-337-314

※ 受験手続や詳細に関しては青森県警察本部採用情報ホーム

ページをご覧ください。

 山菜採りの避難をなくそう 

　春になると山菜採りの入山者で賑わいますが、毎

年、遭難が後を絶ちません。

◆令和７年青森県内の山菜採りにおける遭難発生状況

　発生件数：17件　遭難者：23人　死者：2人

◆遭難の特徴

　遭難者は高齢者が多く、遭難理由は道迷いが多い

 - 遭難防止のアドバイス ｰ

●山に出かける前に

　・体調確認し、できるだけ2人以上で出かける

　・携帯電話や食料等、必要な装備を持つ

　・天気予報を確認し、家族に帰宅予定時間を伝える

●山に入るとき、 入ったら

　・携帯電話は車に置かず持ち歩く

　・急斜面や崖など危険な場所は避ける

　・集合時間を守り、早めの下山を心がける

●万が一、 道に迷ったら

　・日没後は歩き回らず救助を待つ

　・ ヘリコプターの音が聞こえたら、見通しのよい場

所でタオルなどを振って合図する

122026年（令和8年）5月号



ク
ラ
ス
替
え
ド
キ
ド
キ
し
た
よ
自
己
紹
介

香

音

春
の
夕
ひ
ざ
を
か
ば
っ
て
ス
ト
レ
ッ
チ

も

み

じ

入
学
式
一
年
生
を
お
出
迎
え

　

　

　

　

　

　

　

ミ

カ

サ

緊
張
を
顔
に
出
さ
な
い
入
学
式織

田

信

新
し
い
笑
顔
が
増
え
た
ク
ラ
ス
替
え

　

　

　

　

　

　

　

誠

也

夜
桜
や
暗
闇
に
浮
か
ぶ
白
い
息

　

　

　

　

　

　

　

さ

く

ら

初
め
て
の
ス
ク
ー
ル
バ
ス
に
木
の
芽
風

落

葉

土
起
こ
し
花
の
苗
持
つ
緑
化
週

　

　

　

　

　

　

樹

■
た
ら
の
芽
文
芸
ク
ラ
ブ　

事
務
局　

　

☎

０
１
７
３
（
22
）
６
３
４
１

広
報
文
芸
コ
ー
ナ
ー

作　

川
柳
鶴
田
吟
社
、
鶴
田
短
歌
会
、
た
ら
の
芽
文
芸
ク
ラ
ブ

川
柳
鶴
田
吟
社
四
月
句
会
作
品

凛
々
し
い
な
ス
ー
ツ
姿
の
孫
二
人

成
田
あ
き
子

古
希
間
近
膨
ら
む
旧と

も友
の
里
ご
こ
ろ

下
山
ゆ
め
子

不
自
由
を
ひ
と
つ
増
や
し
て
老
い
を
行
く

工
藤
り
ん
子

加
齢
や
ら
何
や
ら
と
血
管
寿
命

田

中
　

薫

頬
杖
を
つ
い
た
ら
眠
気
さ
し
て
き
た

香

田

龍

馬

君
と
僕
小
枝
の
よ
う
に
も
ろ
い
恋

阿
部
ひ
ろ
ゆ
き

新
し
い
挑
戦
羽
を
付
け
替
え
る

佐

藤

倫

生

雪
こ
ん
こ
ん
そ
ん
な
優
し
い
雪
で
な
い

菊

地

志

樹

あ
ず
き
飯
喜
び
分
ち
合
う
蒸せ

い
ろ籠

工
藤
ま
さ
ひ
ろ

た
ら
の
芽
文
芸
ク
ラ
ブ
四
月
作
品

鶴
田
短
歌
会
四
月
作
品

退
屈
に
家
計
簿
覗
け
ば
不
要
な
る

買
い
物
目
立
つ
ひ
と
り
の
暮
ら
し

　

　

　

　

　

棟

方

文

雄

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
苦
し
み
耐
え
て
メ
ダ
ル
持
ち

涙
流
せ
し
笑
顔
に
癒
さ
れ
る

　

　

　

　

　

　

奈

良

鉄

子

お
彼
岸
の
中
日
で
す
と
ひ
孫
ら
も

お
墓
と
お
話
し
お
岩や

ま
木
山
も
近
い

三

浦

悦

子

残
雪
や
三
月
半
ば
北き

た帰
行
き
の

白
鳥
の
群
れ
津
軽
平
野
に

永

沢

忠

義

コ
ン
ビ
ニ
の
棚
に
一
列
に
猫
用
の

高
価
な
エ
エ
サ
が
並
ぶ
い
つ
か
ら

松

山

裕

子

■
鶴
田
短
歌
会　

事
務
局　

棟
方
文
雄

　

☎

０
１
７
３
（
22
）
５
１
０
３

4月30日現在（前月比）

人口 11,130人 （－ 23人）

男 5,195 人 （－ 13人）

女 5,935 人 （－ 10人）

世帯  5,275 （－  8）

出生 1 人 転入 20 人

婚姻 1 組 転出 21 人

死亡 22 人

（4月届出分：敬称略）

※ この欄に載せたくない方は、

届け出の際に戸籍住民係へ

申し出てください。

町 　 名 死亡者名 年齢

胡 桃 舘 三浦つるよ 88

鶴 泊 三浦　武男 91

桂 井 田村　栄子 69

相 原 町 岩田　幸子 74

松 倉 鈴木スヱ子 82

駅前通り 澁谷　正良 92

米 元 中野　　徹 65

胡 桃 舘 太田圓次郎 79

桂 井 石村　智德 89

鷹 ノ 尾 中野　サチ 90

山 道 工藤　剛平 74

仲 町 笹森　利通 89

大 巻 笹森　　浩 72

境 須郷　みね 94

中 野 佐藤　ミキ 96

ごめい福を祈ります

※住民票や戸籍証明書の発行、

戸籍の届け出の際には、本

人確認が必要です。

　 窓口にお越しの際は、運転

免許証、マイナンバーカー

ドなどの写真付きの本人確

認できるものを忘れずにお

持ちくださるようお願いし

ます。

お誕生おめでとう

町 　 名 氏　　名 保護者

寺 町 瓜田　結
ゆ い

依 （洋平） 

戸 籍 の 窓

　「生きる」とは、こんな

にもやりきれなくて、おか

しい

～又吉直樹６年ぶりの長編

小説～

生きとるわ
著 ： 又吉　直樹

公民館図書室情報局

＼新着本の紹介／

・ 神国日本 /著：小泉　八雲

・  NHK ドラマ 10 「しあわせは食べて寝て

待て」 麦巻さんのまいにち薬膳手帳～

体と心をいたわる旬の食材

/ 著：水凪　トリ

・ 杏のパリ細うで繁盛記 /著：杏

・  てきてき浪華のおなご医師と緒方洪庵

 /著：鷹井　伶
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5月の町税等納期

○上下水道料金 5月分　 【5/21(木）】

○町営住宅使用料 5月分【5/25(月）】

○固定資産税 1期　　　 【6/2(火）】

○軽自動車税 全期　　  【6/2(火）】

※【　　】納期限日

　口座振替を利用していない方は、手

続きが簡単で便利な口座振替のご利用

をご検討ください。

行政 ・ 人権相談

町では、町民の皆さんの行政に

対する意見や要望、日頃生活する

うえでの困り事など、さまざまな

内容の相談を受けるための行政相

談と人権相談を行っています。

■期　　 日　6月10日（水）　　

■相談時間　午前10時〜午後3時　

■場　　 所　 国際交流会館1階

　　　　　　101会議室

・
見
え
方
に
配
慮
し
た
育
児
方
法
や

便
利
グ
ッ
ズ
の
紹
介
、
学
級
に
お

け
る
指
導
方
法
等

※
費
用
は
無
料
、
秘
密
厳
守

■
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

　

青
森
県
立
盲
学
校
ロ
ー
ビ
ジ
ョ
ン

相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

☎

０
１
７
（
726
）
２
２
３
９

　

自
動
車
環
境
対
策
の
観
点
か
ら
、

排
出
ガ
ス
性
能
及
び
燃
費
性
能
の
優

れ
た
環
境
負
荷
の
小
さ
い
自
動
車
に
つ

い
て
は
、
そ
の
排
出
ガ
ス
性
能
及
び
燃

費
性
能
に
応
じ
て
税
率
を
軽
減
（
軽

課
）
し
、
初
回
新
規
登
録
か
ら
一
定
の

年
数
を
経
過
し
た
環
境
負
荷
の
大
き

い
自
動
車
に
つ
い
て
は
税
率
を
重
く

（
重
課
）
す
る
「
自
動
車
税
の
グ
リ
ー

ン
化
特
例
」
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
自
家
用
の
乗
用
車
に
つ
い
て

は
、
軽
課
の
適
用
対
象
と
な
る
の
は
電

気
自
動
車
等
に
限
定
さ
れ
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

西
北
県
税
事
務
所　

納
税
管
理
課

☎

０
１
７
３
（
34
）
３
１
４
１

お
家
の
古
い
電
気
機
器
に
Ｐ
Ｃ
Ｂ

は
含
ま
れ
て
い
ま
せ
ん
か
？

　

電
気
機
器
の
絶
縁
油
な
ど
に
使
わ

れ
て
い
た
ポ
リ
塩
化
ビ
フ
ェ
ニ
ル

（
Ｐ
Ｃ
Ｂ
）
は
、
人
体
や
環
境
に
有

害
で
あ
る
た
め
、
現
在
は
製
造
・
輸

入
・
使
用
が
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
今
な
お
古
い
機
器
の
中
に

残
っ
て
い
る
事
例
が
全
国
で
報
告
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

低
濃
度
Ｐ
Ｃ
Ｂ
廃
棄
物
を
発
見
し

た
場
合
は
、
速
や
か
に
県
へ
の
届
出

を
行
う
と
と
も
に
、
処
分
期
限
の
令

和
９
年
３
月
31
日
ま
で
に
処
分
す
る

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
期
限
を
過
ぎ
て
も
処
分
し

な
か
っ
た
場
合
、
改
善
命
令
の
対
象

と
な
り
、
従
わ
な
い
場
合
、
罰
則
が

科
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

○
対
象
と
な
る
機
器

【高
圧
受
電
設
備
】

▽
変
圧
器

昭
和
48
年
〜
平
成
５
年
製
造

▽
コ
ン
デ
ン
サ
ー

　

昭
和
48
年
〜
平
成
２
年
製
造

【低
圧
機
器
】

▽
コ
ン
デ
ン
サ
ー(

電
気
溶
接
機
・
農

業
用
乾
燥
機
・
Ｘ
線
検
査
装
置
・

モ
ー
タ
ー
・
配
電
盤
等)

　

昭
和
48
年
〜
平
成
２
年
製
造

【注
意
事
項
】

・
昭
和
47
年
以
前
に
製
造
さ
れ
た
電

気
機
器
に
は
、
高
濃
度
Ｐ
Ｃ
Ｂ
が

含
ま
れ
て
い
る
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。
も
し
発
見
し
た
場
合
は
速
や

　

見
え
方
で
困
っ
て
い
る
方
の
相
談

を
お
受
け
し
ま
す
。
本
人
は
も
ち
ろ

ん
、
家
族
、
園
や
学
校
の
先
生
な
ど
、

ど
な
た
で
も
お
気
軽
に
相
談
く
だ
さ

い
。

▽
日
時

　

５
月
21
日
・
７
月
２
日

　

９
月
10
日
・
10
月
15
日

11
月
19
日

10
時
〜
12
時
、
13
時
〜
15
時

▽
場
所

　

五
所
川
原
市
中
央
公
民
館

▽
対
象

　

乳
幼
児
か
ら
成
人
の
方
ま
で

▽
内
容

・
板
書
が
苦
手
、
音
読
が
う
ま
く
で

き
な
い
、
物
を
斜
め
か
ら
見
る
な

ど
目
の
使
い
方
へ
の
対
処

▽
職
種
お
よ
び
募
集
人
員

　

除
雪
運
転
手　

若
干
名

▽
応
募
資
格

①
鶴
田
町
に
住
所
を
有
し
、
中
型
自

動
車
・
大
型
特
殊
自
動
車
運
転
免

許
証
お
よ
び
車
両
系
建
設
機
械
運

転
講
習
修
了
証
を
有
す
る
方

②
冬
期
間
、
継
続
し
て
業
務
に
従
事

　

で
き
る
方

▽
契
約
期
間

　

令
和
８
年
12
月
16
日
（
水
）
〜

　

令
和
９
年
３
月
15
日
（
月
）
ま
で

▽
申
込
方
法

申
込
書
・
資
格
免
許
証
等
の
写
し
を

　

６
月
30
日
（
火
）
ま
で
に
提
出

※
申
込
書
は
建
設
整
備
課
に
設
置

■
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

建
設
整
備
課　

土
木
係

 
 

（
内
線
２
８
５
）

　町の防災行政無線では、災害情

報や町のイベント情報などを町民

の皆さまに周知しています。

　放送内容が聞き取れなかった場

合、下記の方法で確認できます。

防災無線を聞き逃したら！

◆電話で確認

　☎ ： 0173-23-2333
◆町ホームページで確認

http://www.town.tsuruta.lg.jp/

町
臨
時
除
雪
職
員
を
募
集
！

見
え
方
等
の
お
悩
み
に
関
す
る

「サ
テ
ラ
イ
ト
相
談
教
室
」

自
動
車
税
の
グ
リ
ー
ン
化
制
度
に

つ
い
て
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 【有料広告】

税
務
行
政
に
つ
き
ま
し
て
は
、
日
頃

か
ら
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

五
所
川
原
税
務
署
で
は
、
４
月
か
ら

12
月
決
算
法
人
を
対
象
と
し
た
法
人
の

「
決
算
と
税
」
に
つ
き
ま
し
て
、
次
の
と

お
り
説
明
会
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

　

な
お
、
決
算
法
人
説
明
会
は
、
公
益

社
団
法
人
五
所
川
原
法
人
会
と
の
共
催

と
な
り
ま
す
。

▽
日
時

　

５
月
27
日
（
水
）

10
時
〜
11
時
30
分

 
 

13
時
30
分
〜
15
時

▽
場
所

一
般
社
団
法
人　

西
北
労
働
基
準
協
会

▽
参
加
方
法

　

５
月
20
日
（
水
）
ま
で
に
五
所
川

原
法
人
会
事
務
局
あ
て
、
出
席
者
、

連
絡
先
及
び
希
望
時
間
を
電
話
又
は

Ｆ
Ａ
Ｘ
で
申
し
込
み

※
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
申
し
込
み
の
際
は
、
法
人

会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
出
力
し
た
申

込
書
を
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

一
般
社
団
法
人

西
北
労
働
基
準
協
会

☎

０
１
７
３
（
35
）
１
３
１
８

Ｆ
Ａ
Ｘ

０
１
７
３
（
35
）
１
８
２
２

か
に
県
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

・
使
用
中
の
電
気
機
器
な
ど
に
近
づ

く
と
、
感
電
す
る
お
そ
れ
が
あ
り

ま
す
の
で
、
必
ず
専
門
の
業
者
に

依
頼
し
て
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

・
中
小
企
業
等
に
対
し
て
、
低
濃
度

Ｐ
Ｃ
Ｂ
廃
棄
物
の
適
正
処
理
に
係

る
費
用
の
最
大
２
分
の
１
を
支
援

す
る
助
成
金
制
度
が
あ
り
ま
す
。

申
請
期
限
は
令
和
９
年
３
月
31
日

で
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

青
森
県
資
源
循
環
推
進
課

☎

０
１
７
（
734
）
９
５
８
４

　

青
森
県
青
森
環
境
管
理
事
務
所

☎

０
１
７
（
763
）
５
２
９
２

　

法
務
局
で
は
、
社
会
人
経
験
を
活

か
し
て
働
き
た
い
方
を
募
集
し
て
い

ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
経
験
で
培
っ
た
ス
キ

ル
を
、
法
務
局
で
発
揮
し
て
み
ま
せ

ん
か
？

▽
業
務
内
容

・
法
務
局
が
所
管
す
る
不
動
産
登
記
、

商
業
・
法
人
登
記
等
の
業
務

▽
業
務
内
容

　

５
月
下
旬
〜
６
月
中
旬
ま
で

※
応
募
資
格
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、

青
森
地
方
法
務
局
総
務
課
人
事
係

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

青
森
地
方
法
務
局
総
務
課
人
事
係

☎

０
１
７
（
716
）
９
０
１
７

●持参するもの

　 届いたはがき、マイナ保険証また

は資格確認書

●期間：令和9年 3月末まで

●対象：後期高齢者医療の方

※年度内に1回受診できます。

●健診料：無料

※ ただし、精密検査や治療にかかる

費用は自己負担となります。

●申込方法

　 町内の指定歯科医療機関に直接予

約してください。

●持参するもの

　 マイナ保険証または後期高齢者医

療資格確認書のいずれか

●期間：令和9年 3月末まで

【指定歯科医療機関】

　中田歯科医院（22-5577）

　なかじま歯科クリニック（23-1230）

　坂本歯科クリニック（26-1182）

●対象： 20歳・25歳・30歳・35歳・

40歳・45歳・50歳・55歳・

60歳・65歳・70歳の方

※ 受診機会の拡大を図るため、令和

8年度より下線の年齢を追加しま

した。

※対象年齢は令和9年 3月 31日時点

●検診料：無料

※ ただし、精密検査や治療にかかる

費用は自己負担となります。

●申込方法

　 対象者には、はがき（歯周病検診

受診券）を送付します。

　 はがきが手元に届いてから町内の

指定歯科医療機関に直接予約して

ください。

※ 予約方法等の詳細は、はがきをご

覧ください。

献血のお知らせ

安定的な輸血を行うために、皆さ

まのご理解とご協力をお願いします。

●日時：6月 12日（金） 

　10時～ 12時、13時 15分～ 16時

●場所：豊明館

●対象年齢：16歳～ 69歳

※  65 歳～ 69 歳の方の献血について

は、60 ～ 64 歳の間に献血経験が

ある方に限ります。

※ 献血した方へは粗品のプレゼント

があります。

　一人で悩まず、家族で悩まず、専

門の相談機関にご相談ください。

●相談窓口

　青森県立精神保健福祉センター

　「こころの電話相談」

　☎：017-787-3957、017-787-3958

受付 9時～ 16時（土日・祝日を除く）

法
務
局
職
員
の
募
集(

社
会
人
採
用)

町の保健だより
問 ： 子ども健康課　健康推進係

決
算
法
人
説
明
会
を
開
催
し
ま
す

5月14日～ 5月20日は

ギャンブル等依存症問題啓発週間

歯周病検診のお知らせ
後期高齢者歯科健診のお知らせ

15 広報つるた　No.787



こちら町の情報局

令和8年度　ことぶき大学令和8年度　ことぶき大学をを開講開講しますします

日　時 内　容 講　師 備考

6/19 ㈮
10 ： 00 ～ 11 ： 00

・開講式
・アレンジフラワー教室

フラワー中野　
中野 享子 氏

材料費
300円

7/14 ㈫
11 ： 00 ～ 12 ： 30

・学校って今どうなっているの？
～�校長先生のおはなし、鶴田小学校
見学、懐かしの給食体験～

鶴田小学校　校長
木村　道浩　氏

給食試食費
350円

8/27㈭
10 ： 00 ～ 11 ： 00

・つるた焼き (湯飲み絵付け ) 花田　貴美人 氏
材料費
150円

9 月中旬頃
9 ： 00 ～ 15 ： 00

・現地学習 施設見学・交流会
参加費
3,000円(予定)

10/16㈮
10 ： 00 ～ 11 ： 00

・ミニ運動会
おみやげを沢山準備して
お待ちしております♪11/6㈮

10 ： 00 ～ 11 ： 00
・閉講式
・お楽しみ会

　町のお年寄りに学習や活動の場を提供し、健康で生きがいを持ってもらうことを目的
とした「ことぶき大学」を今年も開講します。

■問い合わせ先 ： 鶴田町公民館　☎ ： 0173-22-2818

 【有料広告】	

 仙台国税局では、税務のスペシャリストとして活躍するバイタリティーあふれる税務
職員を募集しています。

国家公務員 「税務職員採用試験」 （高校卒業程度）

■問い合わせ先 ： 仙台国税局人事第二課　☎ ： 022-263-1111 ／人事院東北事務局 ☎ ： 022-221-2022

▽受験資格：�
　①�令和８年４月１日において高校または中等教育学校を卒業後３年を経過していない者

及び令和９年３月までに高校または中等教育学校を卒業する見込みの者
　②�人事院が①に掲げる者に準ずると認める者
▽受付期間：�令和８年６月 12日～ 24日まで
▽申込方法：インターネット申込み
　国家公務員試験採用情報NAVI
　（https://www.jinji.go.jp/saiyo/saiyo.html）
▽ 1 次試験：令和８年９月６日（日）

場所 期限 令和８年６月８日 （月） まで 申込 公民館に電話で連絡鶴田町公民館ほか

※講座内容は変更になる場合があります。
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こちら町の情報局

パタパタおにぎり～ハムたま～パタパタおにぎり～ハムたま～

　日々のお弁当や行楽に、にぎらずにパタパタとたたんで作るおにぎり

はいかがでしょうか。ハムと卵の他に、焼き肉やハンバーグ、ハムカツ

などで作っても良いでしょう。ぜひお試しください。

食改
おすすめ

レシピ
１人分栄養量：熱量335㎉ 食塩相当量：1.08ｇ 野菜の量：40ｇ

地場産品を使った郷土料理/食生活改善推進協議会「みつば会」監修

◆作り方
１.ブロッコリーは小房に分けて、熱湯で２分ゆでる。

２. ミニトマトは４等分に切る。１. のブロッコリーをミニトマトの

大きさに合わせて切る。プロセスチーズは１㎝角に切る。

３.ボウルに卵を割り、２. 、塩を加えて混ぜる。

４. 卵焼き器に油を熱し、３. を半量流し入れる。弱めの中火で中ま

で火を通す。同様にもう１つ作る。粗熱がとれたら半分に切る。

５. ラップを敷き、その上にのりを横長に置き、中央に下から半分(上図の実線の所)まで、

キッチンバサミで切り込みを入れる。

６. のりを４区画とし、左半分にご飯、右下にハム１枚、右上に４.を１切れのせ、右下

から①→②→③に折る。下に敷いておいたラップで包み、約５分置いてから半分に切る。

★ポイント
卵はしっかり火を通します。のりにご飯をのせる時、折り目の位置はご飯が少ない

方が折りやすくなります。少し量が多くても、ラップでしっかり包むとなじみます。

◎材料 （4 人分）

ご飯 …………………… 400g

卵　 …………………… 4個

ブロッコリー ………… 80g(小房 8個 )

ミニトマト ……………… 6個

プロセスチーズ ………… 40g

塩 ………………………… 小さじ 1/6

油 ………………………… 小さじ 2

ハム ……………………… 4枚

のり ……………………… 4枚

町新採用職員を紹介します

初めのうちはご迷惑をおかけす

ると思いますが、一つ一つの仕

事に責任を持ち、丁寧な仕事を

心がけ、町民の皆様のために精

一杯頑張ります。

寺沢　莉
り の

乃

教育委員会　学務総務係

魅力あふれる鶴田町で働けるこ

とを嬉しく思います。慣れない

ことが多く、ご迷惑をおかけす

ることもあるかと思いますが、

信頼される職員となれるよう努

力してまいります。

川村　悠
ゆ う ひ

陽

税務会計課　住民税係
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4

6
若手りんご農家が研修修了を報告
第 34 期 青森県りんご産業基幹青年養成事業 修了報告

　地域のりんご産業を担う若手生産者４名が、２年間

に及ぶ研修を修了したことを町長に報告しました。

　研修では、栽培技術や最新の農薬・防除技術といっ

た生産に関することの他に、経営手法といった生産し

たりんごの販路の作り方についても学んだほか、ニュ

ージーランドの園地も現地視察し、外国の生産技術に

も知見を深める取り組みも行われました。

　参加者は「２年間学んだことを活かし、町のりんご

産業を発展していきたい」と抱負を述べました。

　間山町内会 (出町潤逸会長 )は、４月５日 (日 )、

間山地区農村公園の桜と周辺道路の清掃活動を行いま

した。

　午前７時から約 70名が集まり、活動を開始。剪定

班は枯れた枝や病にかかった枝を見極め、慎重に切り

落としていました。また、清掃班では、ペットボトル

や空き缶の他に衣類など様々なごみを拾い集め、美化

に取り組んでいました。

　桜が満開に咲き、後ろには岩木山がそびえ立つ景観

を残すため、３時間近く活動されていました。

最高の景色を保存 ・ 継承するために
間山地区　桜の剪定＆清掃活動

4

5

　３月15日、第46回全国少年柔道大会青森県予選会が

東北町で行われました。鶴田柔道クラブは団体戦で優

勝し、５月４日に行われる第46回全国少年柔道大会に

出場することを相川町長と竹浪教育長に報告しまし

た。

　選手は「自分の得意な技で１つでも多く勝ちたい」

「上位を目指して頑張りたい」と意気込んでいました。

　意気込みを聞いた町長は、「目標を大きく持って挑

戦してほしい」と激励の言葉を贈られました。

鶴田柔道クラブ　全国の切符つかむ
鶴田柔道クラブ　全国大会出場報告

4
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相川町長と竹浪教育長に出場を報告した選手達と監督

相川町長に修了を報告した参加者４名

　みなさんこんにちは。ついに独りぼっちになってしまった鶴田

町地域おこし協力隊のオビカワです。新年度になり先輩方は任期

を終え、私だけが残り、次の隊員はまだまだ来ない状況です。さみ

しいですねー。何かの間違いで先輩方が戻ってくることを祈りな

がら残り 1年の任期を頑張ります。

　さてさて、毎年恒例の鶴の舞橋春まつりが開催されました。もち

ろん私は昨年同様スタッフとして参加させていただきましたが、

今年は人がめちゃくちゃ多い！前日に鶴の舞橋が開通したことも

あり、例年よりもにぎわっていました。

　みなさんもピカピカになった鶴の舞橋を春風浴びながら渡って

みてはいかがですか？

Vol.10７Vol.10７Vol.10７Vol.10７Vol.10７Vol.10７Vol.10７Vol.10７Vol.10７Vol.10７Vol.10７Vol.10７Vol.10７Vol.10７Vol.10７Vol.10７Vol.10７Vol.10７Vol.10７Vol.10７Vol.10７Vol.10７Vol.10７Vol.10７Vol.10７Vol.10７Vol.10７Vol.10７Vol.10７Vol.10７Vol.10７Vol.10７Vol.10７Vol.10７Vol.10７Vol.10７Vol.10７（筆：帶川　匠）

▲先川さんとつるりんと３ショット！

チェーンソーで不要な枝を剪定する地域住民

地域おこし協力隊とは

　人口減少や高齢化等の進行が著しい地方において、地域外の

人材を「地域おこし協力隊員」として町が委嘱。隊員には、地

域おこし支援や地域協力活動を行っていただき、その地域への

定住・定着を図る取組。

182026年（令和8年）5月号



広報に掲載したあなた（家族）の写真を差し上げます。希望する人は、町役場企画交流課計画係（☎0173-22-2111）へ連絡してください。

4

17
３年の時を経て、 新生鶴の舞橋へ
鶴の舞橋完成記念式典

　令和５年度から着工した鶴の舞橋改修工事が本年３

月に完了し、完成を祝う記念式典が行われました。

　当日は晴天に恵まれ、宮下宗一郎青森県知事をはじ

め、鹿児島県さつま町からは上野俊市町長など、多数

のご来賓が駆け付け、式典に華を添えられました。

　渡り初めでは、鶴田中学校吹奏楽部の演奏に合わせ、

来賓、関係者を含め約200名が橋へと進み、それぞれ

が手にした色とりどりの風船が一斉に放たれ、新たな

鶴の舞橋の幕開けを祝いました。

来賓の方々と鶴の舞橋の渡り初めをする相川町長

　春の火災予防運動が４月13日から19日の日程で実施

され、運動前日の12日には鶴田町消防団（小野政彦団

長）が管内全域で広報パレードを行いました。

　パレードでは、査察者の相川町長や小野団長らが町

内15か所の屯所を巡回。各屯所では団員らの出勤状況

の報告、服装や姿勢などの確認を行いました。また、

団員らは日々使用する器具の点検や放水訓練などを素

早く行い、緊急時に即応できる体制を披露していまし

た。

地域住民の命と財産を守るために
春の火災予防運動

4
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放水訓練を行う団員たち

　町内の企業・団体、町役場職員約 170人による町内

のゴミを拾うボランティア活動「クリーン運動」が行

われました。

　活動場所は役場から JR陸奥鶴田駅周辺や木筒地区か

ら妙堂崎地区の農免道路、富士見湖パーク周辺。ボラ

ンティアによるゴミ拾いが約２時間行われ、約 250kg

のゴミが収集されました。目についたのは、昨年と同

じ農免道路の沿道や道路に隣接した農地に落ちている

ゴミです。車から投げ捨てられたと思わしき空き缶や

ペットボトルが多く見受けられました。

地域美化のために　ボランティア活動
クリーン運動

4
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農免道路沿いのゴミ拾いを行う参加者

 フッドリバーの人々は、４･５月の時期に、美しい花々や暖

かい季節の訪れを様々な祭りやレースで祝います。

 例えば、第 11回「サイダーフェス」が５月２日に開催されま

した。この祭りでは、フッドリバーバレー各地の醸造所が製造

する様々な種類のフルーツシードルを飲むことができます。キ

ッチンカーや屋台、クラフトマルシェ、子ども向けの遊び場な

ども出店し、イベントを楽しく活気のあるものにしました。

　また、フッドリバーバレーの有名な「フルーツループ」（32

か所の農場、果樹園、ワイナリー、醸造所、花畑からなる 56

㎞の環状道路）も冬が明けて再開し、多くの人々が果物と花の

季節を楽しみにしています。姉妹都市締結 50周年を祝う国際交流員と小学生

Hood River News
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 農業の現場では自分 農業の現場では自分たちたちの非力さを痛感する毎日。の非力さを痛感する毎日。農作業農作業機に乗っても、機械機に乗っても、機械

を自在に操る自信が全く持てず、師匠に言われるを自在に操る自信が全く持てず、師匠に言われるままままついていくのが精一杯でついていくのが精一杯で

した。それでも、皆さんの優しさとスチューベンの驚くような甘さに触れ、「した。それでも、皆さんの優しさとスチューベンの驚くような甘さに触れ、「今今

は未熟でも、 いつかこの町で、 この人たちと一緒に生きていける農家になりたいは未熟でも、 いつかこの町で、 この人たちと一緒に生きていける農家になりたい」と」と

強く決意し強く決意しました。ました。
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迷いながら、 一歩ずつ。
〜〜スチューベンスチューベンと歩んだと歩んだ３３年間と、 感謝の門出〜年間と、 感謝の門出〜

　独立を見据えた実践的な研修に明け暮れました。やればやるほど独立を見据えた実践的な研修に明け暮れました。やればやるほど

農業の奥深さを知り、「これでいいのだろうか」と迷い、自分農業の奥深さを知り、「これでいいのだろうか」と迷い、自分たちたちのの

技術に自信が持てず、立ち止まりそうになることもありました。葛技術に自信が持てず、立ち止まりそうになることもありました。葛

藤の中、大きな転機となったのは、東京での藤の中、大きな転機となったのは、東京でのＰＲＰＲ活動です。都会の方々活動です。都会の方々

がが私たちの私たちのスチューベンを食べて「こんなに甘いぶどう、初めて！」スチューベンを食べて「こんなに甘いぶどう、初めて！」

と目を輝かせて喜んでくれる姿と目を輝かせて喜んでくれる姿や笑顔や笑顔を見たとき、「を見たとき、「鶴田鶴田町のこの味町のこの味

をを、、守り、伝えていくのが自分の役割なんだ」と強い光が差しました。守り、伝えていくのが自分の役割なんだ」と強い光が差しました。

　栽培の難しさに悩みながらも、より多くの方に届けるために、小栽培の難しさに悩みながらも、より多くの方に届けるために、小

瓶やパウチ入りのジュースといった商品開発にも挑戦しました。ま瓶やパウチ入りのジュースといった商品開発にも挑戦しました。ま

た、新たな可能性を信じて挑戦したのが「た、新たな可能性を信じて挑戦したのが「雪室 （ゆきむろ） スチュー雪室 （ゆきむろ） スチュー

ベンベン」です。きっかけは、協力隊として「雪室りんご」の作業をお」です。きっかけは、協力隊として「雪室りんご」の作業をお

手伝いしたこと。雪の力手伝いしたこと。雪の力でで美味しさを引き出す先人の知恵を目の当美味しさを引き出す先人の知恵を目の当

たりにし、「たりにし、「これをこれをスチューベンにも活かせないだろうか」と、大きスチューベンにも活かせないだろうか」と、大き

なヒントをいただいたのです。 地域の先輩から教わったこの視点が、なヒントをいただいたのです。 地域の先輩から教わったこの視点が、

私私たちたちに新しい勇気を与えてくれました。に新しい勇気を与えてくれました。

卒隊メッセージ ( 筆 : 葛西 忍 ・ あゆみ )卒隊メッセージ ( 筆 : 葛西 忍 ・ あゆみ )

４年目～ ： 葛西夫婦のこれから

３年目 ： 独立の準備と地域資源を活用した商品開発

２年目 ： 試行錯誤の園地管理と６次化商品

　葛西夫婦は 2023 年より、スチュー

ベン農家への就農を目的として、地域

おこし協力隊に着任され、3月で卒隊

となりました。そこで、葛西夫婦から

のメッセージを掲載します。

　園地をお借りして実践的な研修が始まりました園地をお借りして実践的な研修が始まりました。。待っていたのは厳しい自然の洗礼でした。記録的な大待っていたのは厳しい自然の洗礼でした。記録的な大

雪雪でで腰まで埋まる雪をかき分け、寒さに震えながら畑へ向かう日々腰まで埋まる雪をかき分け、寒さに震えながら畑へ向かう日々。。農業の厳しさを農業の厳しさを改めて改めて肌で感じました。肌で感じました。

　また、　また、機械への不安は、手作業の積み重ねと「自分機械への不安は、手作業の積み重ねと「自分たちたちにできる新しい挑戦」で埋めました。その一つが、にできる新しい挑戦」で埋めました。その一つが、

１年目 ： なれない作業に苦戦する日々

スチューベンの魅力をより多くの人に届けるための「スチューベンの魅力をより多くの人に届けるための「６６次化商品」次化商品」

の開発です。一年中楽しんでもらえるようにと、濃厚なジュースや、の開発です。一年中楽しんでもらえるようにと、濃厚なジュースや、

手軽に味わえるキャンディ、様々な料理に活用できるパウダーの試手軽に味わえるキャンディ、様々な料理に活用できるパウダーの試

作を重ねました。「どうすればこの甘さを活かせるか」と悩み、試行作を重ねました。「どうすればこの甘さを活かせるか」と悩み、試行

錯誤した時間は、私錯誤した時間は、私たちたちにとってスチューベンの新たな可能性を確にとってスチューベンの新たな可能性を確

信する大切なステップとなりました。雪の下で春を待つ木々のよう信する大切なステップとなりました。雪の下で春を待つ木々のよう

に、地道な準備を積み重ねることで、少しずつ「に、地道な準備を積み重ねることで、少しずつ「農家としての覚悟農家としての覚悟」」

が芽生えてきた時期でした。が芽生えてきた時期でした。

　４　４月からは農家としての「準備期間」に入ります。私たちが大切にしたい月からは農家としての「準備期間」に入ります。私たちが大切にしたい

のは「三方良しの精神」です。美味しいスチューベンを育てることで、食べのは「三方良しの精神」です。美味しいスチューベンを育てることで、食べ

る方が喜び、地域が活気づき、自身も成長していける。そんな調和のとれたる方が喜び、地域が活気づき、自身も成長していける。そんな調和のとれた

農業を、この町で実現したいと考えています。私たちは農業を、この町で実現したいと考えています。私たちはこの町のこの町の小さな「端役」小さな「端役」

であっても構いません。であっても構いません。先人たちが築いた日本一の産地を守り、 未来へ繋いで先人たちが築いた日本一の産地を守り、 未来へ繋いで

いく一員になりたい。いく一員になりたい。 そそう決心してう決心しています。います。

　まだまだ未熟な私たちですが、これからも温かく見守っていただければ幸まだまだ未熟な私たちですが、これからも温かく見守っていただければ幸

いです。いです。３３年間、本当にありがとうございました。そして、これからもよろ年間、本当にありがとうございました。そして、これからもよろ

しくお願いいたします。しくお願いいたします。


